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商標について 


本書の巧容の一部またはを部を無断転載することは禁止されています。 

本書の巧容に関しては1哥来す告なしに変更することびあります。 

弊なの許可な<複製-改変などを行ラことはでさません。 

本書は巧容について万をを期して作成いたしましたが、巧一ご不審な点ゆ誤り、記載もれなどお気づさのことび 
ありましたら、お買い巧めの販売店にご連絡<ださし、。 

運用した結果の影響じついては （4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承くださし、。 

落 T、 乱 T 本はお取り曽えいたします。 


Microsoft とその□コおよび、 Windows、MS、MS-DOS はお国 Microsoft なの米国およびその化の国における登録商 
標です。 

PromiseTechnology, Inc. とその□コ''および、 SuperTrak、S 叩 erBuild'M utility は、米国 Promise なの登録商標です。 
ESMPRO、EXPRESSBUILDER は、曰ネ電気株式会なの商標です。 
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まえがき 


このたびは、本 RAID コント□ーラをお買い上げいただきまことじありびとうございます。 

本書は、 N 8103-134/135 RAID コント□ーラを正しく、ちをに設置、使用するための手引さです。本製品を 
取りお5前に必ずお読み<ださい。また、本製品を使用する上でわからないこと、不具合び起さたとさじち 
ぜひご利用ください。本書は、必要な時にすぐに参照で言るよラに必ずお手^^に保管してください。 

本製品を取りは口る本体装置の取りあいについての説巧は、本体装置のユーザーブガイドを参照してくださ 
し、。また、本製品を取りお〇前に「使用上のごを意」を必ずお読み<ださい。 


このユーザーブ乃イドは、必要なと香すぐ[こ参照で夏るよ5、お手なに置いてお<よラにして<ださし、。 
「使用上のごを意」を必ずお読み<ださい。 


A 使用上のごを意〜必ずお読み〈ださい〜 

本製品を安をじ正し< ご使用 I こなるためじ必要な情報び記載されています。 

ま全に関わる表示について 

本書では、を全にお使いいただくためにいろいろな給表示をしています。表示を無視し、誤った取りあいを 
することによって生じる巧容を次のよラに区分しています。巧容をよ < 理解してから本文をお読み < ださし、。 

人が死こする、または重傷を負ラおそれびあることを示します。 

义傷ゆけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれびあることを示し 
ます。 



么ま意 


危険に巧するを意-表示はかの3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号はかのよラな意味を持 
つちのとして定義されています。 


A 

ミ主意の喚起 

この記号は危険び発生するおそれびあることを表し 
ます。記号の中の絵表示は危検のの容を図案化したち 
のです。 

(例） 

A 




(感電;ま届、） 

0 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中ゆお < の 
絵表示は、してはならない行為の肉容を図案化したち 
のです。 

(例） 

® 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中の給表示 
は、しなければならない行為の巧容を図案化したちの 
です。危険を避けるためじはこの行為び必要です。 

(例） 

を 

(プラグを抜け） 



















本書で使用する記号とその内容 


ミち意の喚起 


A 

特定しない一艘的なを意-警告を示します。 

A 

感電のおそれびあることを示します。 

A 

高温じよる障害を負5おそれびあることを示します。 


発煙または発火のおそれびあることを示します。 


行為の禁止 


0 

特をしない一般的な禁止を示します。 


分解 .修理しないで < ださい。感電ゆ义巧のおそれびあ0ます。 

(§) 

めれた手で触らないでください。感電するおそれびあります。 


行為の強制 


を 

電源コードをコンセントひら巧いてください。义巧ゆ感電のおそれびあります。 

〇 

特巧しない一般的な使用ちの行為を指示します。説巧に化った操作をしてください。 
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人命に関わる業務や高度な信頼 I 性を必要とする業務には使用しない 

本製品は、医療機器、原モカ設備ゆ機器、航空宇宙機器、輸を設備や機器など人命 
じ関わる設備ゆ機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込 
みや制御等の使用は意図されてお0ません。これら設備や機器、制御システ厶など 
じ本製品を使用され、人身事故、財産損害などびちじてち、当なはいひなる責任ち 
負いかねます。 

煙や異臭.異音びしたまま使用しなし、 

万一、煙、異臭、異音などび生じた揚合は、ただちに本体装置の電源を OFF じして 
電源コードを AC コンセントひら巧いて<ださい。その後、お買い巧めの販売店また 
は保守サービス会なじご連絡<ださい。そのまま使用すると火巧の原因となります。 


ま十金や金属片を差し込まなし、 

通気孔やカート I 」ツジ挿入□ひら金属片ゆ針金などの異物を差し込まないで < ださ 
い。感電するおそれびあります。 


A 注意 


装置のに水や異物を入れない 

装置のに水などの液体、ピンやク I 」ップなどの異物を入れないで<ださい。义巧ゆ 
感電、故障の原因となります。ちし入ってしまったとさは、すぐに本体装置の電源 
を OFF にして電源コードを AC コンセントから巧いて<ださい。分解しないで販売店 
または保奇サービス会なに連絡して < ださし、。 


安全上のごを意 


本製品を安をにお使いいただくためじ、ここで説明するを意事項をよく読んでご S 解していたださ、安全に 
ご活用 < ださい。記号の説明については巻頭の「安をにかかわる表示について」の説明を参照して < ださし、。 

<全般的なを意事項> 



警告 


0 C A-0 















< 電源-電源コードに関するを意事項> 


V 


A ミち意 


電源び ON のまま取り巧け-取り外しをしなし、 

本体装置への取0巧け-取0外しの際ゆ、周辺機器との接続の際は必ず主電源に接 
続している電源 コー ドを AC コンセン トぴら抜いてください。電源 コー ドび AC コンセ 
ントじ接続されたまま取りがけ-取り外しや接続をすると感電するおそれびありま 
す。 

破損したケーブルを使田しない 

ケーブルを接続する前にコネクタび破損していたり、コネクタピンび曲びっていた 
り、ミちれたりしていないことを確認してください。破損ゆ®びっているコネクタお 
よびミちれたコネクタを使用するとショートじより义巧を引き起こすおそれびありま 
す。 

めれた手で電源コードをちたない 

本製品の取0化け-取の外しの揚合は、ぬれた手で本体装置の電源コードの抜さ差 
しをしないでください。感電するおそれびあります。 


電源コードのケーフル部を持って引き巧かない 

本体装置の電源コードの巧き差しは、ケーフル部を持って引っ張らないで<ださい。 
ケーブルび傷み、感電ゆ火巧の原因となります。 


を A^0 










< 設置-移動-保管-接続に関するを意事項> 


A ミち意 


プラグを差し込んだままインタフエースケーブルの取りはけや取り外しをしない 

インタフてースケーブルの取り巧け/取り外しは本体装置の電源コードをコンセン 
卜ひら巧いて行ってください。たとえ電源を OFF じしても電源コードを接続したま 
まケーブルやコネクタじ触ると感電したり、ショートじよる乂巧を起こしたりする 
ことびあります。 


指を(外のインタフてースヴーブルを使用しなし、 

インタフてースケーブルは、興せび指定するちのを使用し、接続する装置やコネク 
夕を確認した上で接続して<ださい。指定 L 乂外のケーブルを使用したり、接続巧を 
誤ったりすると、ショートじより火巧を起こすことびあります。 

また、インタフ I - スケーブルの取りあいや接続じついてなの;主意をお奇り<ださ 
い。 

■ ケーブルを踏まない。 

-ケーブルの上じちのを載せない。 

■ ケーブルの接続びゆるんだまま使巧しなし、。 

-破損したケーブルを使用しない。 

-破損したケーブルコネクタを使用しない。 

■ ネジ止めなどの□ックを確実に行って<ださい。 


么ミち意 

0 

腐食1性方スのををする環境で使田または保管しなし、 

腐食性方ス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど） 
のををする環境に設置し、使用しないで < ださし、。 

また、ほこりゆ空気中に腐食を促進する成分（塩化ナト1」ウ厶や硫黄など）ゆ導電 
性の金属などび含まれている還境へち設置しないで<ださい。装置の部のプリント 
板び腐食し、巧障および発煙•発火の原因となるおそれびあります。もしご使用の 
環境で上記の疑いびある揚合は、販売店またはな守サービス会なじごち談ください。 


局温を意 

A 

本体装置の電源を OFF じした直後は、肉蔵型の八ードディスクドライブなどをはじ 
め装置肉の部品び高温になっています。十分じをめたことを確認してから取り巧け/ 
取り外しを行って < ださし、。 


A A-0 A0 














< お手入れに関するを意事項〉 



警告 


自分で分解-修理-改造はしなし、 

本製品の分解ゆ、修理•改造は絶巧にしないで<ださい。装置び正唐に動作しな< 
なるばかりでな<、感電や火巧の危険びあります。 


プラグを差し込んだまま取りあわない 

お手入れは、本体装置の電源を OFFI こして、電源コードを AC コンセントから抜いて 
ください。たとえ電源を OFF にしてち、電源コードを接続したまま装置巧の部品に 
触ると感電するおそれびあります。 



么注意 

0 

中途半端に取0巧けなし、 

DC ケーブルゆインタフエースケーブルは確実に取り巧けてください。中途半端じ取 
り巧けると接触不良を起こし、発煙ゆ凳义の原因となるおそれびあります。 


<運用中のを意事項> 


么ミち意 

A 

雷びなったら触らない 

雷び鳴りだしたら、本裳品の蔵の本体装置じは、触れないでください。感電するお 

0 

それびあります。 


ぺットをおづけない 

本製品び巧蔵された本体装置にぺットなどのをさ物をおづけないで < ださい。排ミ世 

• 、 

A 

物や体をび装置の部に入って火がや感電の原因となります。 

ZlA 

0 



{0 爪 を 





















取り扱い上のごを意〜装置を正しく動作させるために〜 

本製品を使用するとさにミ主意していたださたいことをかじ示します。これらのミ主意を無視して、本製品を使 
用した揚合、資産(データゆその他の装置)び破壊されるおそれびありますので必ずお守りくださし、。 


■ 本製品は Express 5800 シリーブに Serial-Attached SCSI ( SAS )、 および Serial ATA ( SATA ) 機器を接 
続するための RAID コント□ーラです。化の目的では使巧しないで < ださし、。 

■ 本製品は大変デ I 」クートな電子装置です。本製品を取のあラ前に、本体装置の金属フレーム部分な 
どに細れて身体の静電気を逃びしてください。本製品の取りあいは端の部分を持ち、表面の部品ゆ 
コネクタと接続する部分には触れないよ〇じして<ださい。また、本製品を落としたり、ぶ'つけた 
りしないでくださし、。 

■ 本製品じは、同一規格の HDD を接続してくださし、。 

■ 本製品に接続可能な本体装置、増設用 HDD グージ、 HDD については、お買い巧めの販売店にお問 
し、合わせくださし、。 

■ 本製品は、他の PCI ポード （ RAID コント□-ラ、 SCSI コント□ーラ、 SAS コント□ーラ、 FC コ 
ント□ーラ等）の混を使用を制限している場合びあります。本製品を他の PCI ボードと混だしてご 
使巧じなる場合は、混だび可能かど5かお買い巧めの販売店にご確認<ださし、。 

■ 本製品び巧廚された本体装置のそばでは、携帯電話や PHS 、 ポクットベルの電源を OFF にしてく 
ださい。電波による誤動作の原因となります。 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使巧することを 
目的としていますび、この装置びラジスやテレビジョン受信機にお接して使用される 
と、受信障害を引き起こすことびあります。 

取お説日月書に従つて正しい取りあいをして下さし、 


VCCI-B 
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本書について 

本書は、 Windows などのオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった一般的な入出力装置など 
の基本的な取りあいについて十分な知識を持ったユーザを巧象として記載されています。 

<本書の記号じついて> 

本書の中には安全に関わるを意記号の他じかの3種類の記号を使用しています。それぞれの記号は次のよラ 
な意巧をちつちのとして定義されています。 


图 


重要 


因 

チェック 

ヒント 


装置を取りあラ上で、守らなければいけないことや、特にを意すべさ点を示します。 


装置を取りあラ上で、確認をしてお<必要びある点を示します。 


巧っておくと役に立つ情報ゆ便巧なことを示します。 


捆包箱の中身について 


捆包箱の中には本製品じ(外に色々な添は品び同捆されています。本製品に添巧の構成品表を参照し 、全ての 
添が品び揃っていることを確認してください。 万一、 足りないちのゆ損傷しているちのびあった場合には、 
本製品をご購入された販売店 I こご連絡ください。 
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第；をへの譲渡について 

本製品を第五音に譲渡（または売却）する時には、必ず本書を含巧全ての添巧品をあわせて譲渡（または売 
却）してください。 


園 


重要 


HDD 巧のデータについて 

譲ミ度する装置のに搭載されている HDD に保存されている大切なデータ(例えば顧客 
情報ゆを業の経理情報など)が第五者へ漏連することの無いよラにお客様の責任に 
おいて確実に®分して < ださし、。 

Windows ゆ Linux などのオペレーティングシステ厶の「ゴミ箱を空じする」操作ゆ才 
ペレーティンヴシステ厶の「フ： }- マット」コマンドでは見た目は消去されたよ5 
じ見えますび、実際のデータは HDDI こ書さ込まれたままの状態じあります。完をに 
消去されていないデータは、特殊なソフトウてアじより復なされ、す期せめ用途に 
転用されるおそれびあります。 

このよラなトラブルを回避するためじ市販の消去用ソフトウェア(ち償)またはサー 
ビス (有償) をあ J 巧し、 確実にデータを赃分することを強くお奨めします。データの消 
去じついての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会なじお問い合わせ 
くださし、。 

なお、データの赃分をしないまま、譲ミ度（または売却）し、大切なデータび 
漏洩された場合、その責任は負いかねます。 


ソフトウェアじ関しては、譲渡した側は一切の複製物を所ちしないで<ださい。また、インス!'ールした装 
置から削除したを、譲ミ度して<ださし、。 
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廃棄について 


本製品の廃棄じついては、各自治体の廃棄ルールに従って分別廃棄してください。詳し<は、各自治体にお 
問い合わせください。 


園 


重要 


HDD ゆバックアップデータカートリッジ、フ□ッピーディスク、その他書き込み巧 
能なメディア ( CD - R / CD - RVV など)に保をされているデータは、第兰音によって復^^ 
ゆ再生、再利用されないよ5お客様の責任において確実に処分してから廃妻して< 
ださい。個人のプライバシーゆを業の機密情報を保護するためじ十分な配慮が必要 
です。 


データの 保管に ついて 

オペレータの操作$ス、衝撃や温度変化等による装置の故障によってデータび失われる可能性びあります。 
万一に備えて、 HDD に保をされている大切なデータは、定期的にバックアップを行ってください。 


輸送について 


本製品を輸をする際は、「第1章概要」を参考に本体装置から本製品を取の出し、本製品とすべての添巧品 
を購入時の姻包箱に入れて < ださし、。 

保守用部品について 


本製品の保守用部品の保ち期間は、製造巧ち切の後5年です。 
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本書で使用する略称 


正ぶ名称 

略称 

N 81 03-1 34/135 RAID コント□-ラユーヴーブガイド 

本書 

N 81 03-1 34 RAID コント□-ラ 

本製品または RAID コント□-ラ 

N 81 03-1 35 RAID コント□-ラ 

本製品または RAID コント□-ラ 

N 81 03-1 36増設バッテリ 

増設バッテ IJ 

N 81 03-1 37増設バッテリ 

増設バッテ I 」 

N 8103-140 増設バッテリ 

増設バッテ IJ 

Universal RAID Utility 

URU 

オペレーティングシステ厶 

OS 

八ードディスクドライブ 

HDD 
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第 1 章概要 


本製品を初めてお使いになる厦合は、この章からお読み<ださし、。 

ここでは、本製品の運用上必ずお守りしていたださたい事項、ならびに、本製品の特徴とノ\ー ドウ I アのセッ 
トアップじついて説日月します。 

1•運用上のごを意〜必ずお守り〈ださい〜 

本製品を安をじ運用していただくため、し乂下のを意事項をお守りください。 

1-1. オペレーティングシステムのインス！ルについて 

0 S をインス! -- ルする場合は、本製品添巧の 「 N 8103 -134/135 RAID コント□-ラセットアップマニュア 
ル」を参照してくださし、。 

1-2. Universal RAID Utility のインス I —ルについて 

■ 本製品を OS 上から管理することびできる管理ユーティ IJ ティ URU を必ずインストールしてくだ 
さい。 URU をインス!-ールすると、システ厶の障害解ミ央や診断 I こち効活巧でさます。 

■ ESMPRO を使って URU のイベント情報を監視することび巧能です。 

■ マニュアル IJ ビルド/パト□ールリード/整合性チェックの実行ゆスグジュール運転び巧能です。 

URU のインス I '•-ル方法は、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER のスンラインドキュメント 「Universal 
RAID Utility Ver 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してください。 

本体装置び R 140 b -4 の揚合は、本製品添巧の「 N 81 03-1 34/135 RAID Controller Management Software」CD 
のの 「Universal RAID U 川 ityVer 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してください。 

1-3. パトロールリード7整合性チ： L ックによる予防保守 

HDD の後発不良に巧するす防保守として、パト□ール I 」ードゆ整合性チェックを定期的に実施することを 
お奨めします。これらの機能により、 HDD のを発不良を早期に発見し修復することびできます。 

パト□ールリードと整合性チてックの詳しい機能じついては、「第3章本製品の機能について」を参照して 
<ださし、。 

因 

チェック 


■ バト□-ルリードや整合性チ I ックを実施するには、 URU び必要です。 

-論理ドライブを作成していない HDD や、ホットスペアディスクを設をしていない 
HDD じ巧してバト□-ルリードは動作しません。バト□-ルリードを実施するた 
めじは、論理ドライブを作成するひ、ホットスペアディスクじ設定する必要びあ 
ります。 
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2. 仕様 


項目 

仕様 

備考 

SAS コネクタ数 

巧部2ポート 

N 8103 -134 RAID コント□ーラ 

外部2ポート 

N 8103-135 RAID コント□ーラ 

キャッシュ容量 

512 MB 


PCI コネクタ 

PCI-Express ( x 8) 


最大 PCI パ'ス転送レート 

5 GB/sec 


デバイスインターフエース 

SAS/SATA 巧丽 


最大データ! S 送レート 

600 MB/sec 


RAID レベル 

0,1, 5, 6,10, 50 


本体装置への最大搭載数 

4 枚（*1) 

本体装置に依をします。 

最大 HDD 接続台数 

24 台（*2) 

接続する RAID コント□-ラ、本 
体装置、 Disk 煌設ユニットに依存 
します。 

最大論理ドライブ数 

32 


外形な法 

68(幅) x 1 67(長さ） 


質量 

約 0.2 kg 


動作電圧 

3.3 V /12 V 


消費電力 ( MAX ) 

12 W 


動作環境 

温度10〜35で 
湿度20〜80% 

結露しないこと 


*1:N 8103 -134 は最大 2 枚まで搭載可能 
N81 03-1 35 は最大 3 枚まで搭載可能 

N81 03-1 34/135 混だの揚含は各々の最大搭載数の節囲ので最大 4 枚まで搭載巧能 (N81 03-1 34 x 2 枚 + N81 03-1 35 x 2 枚 
または N8103-134X 1 枚 + N81 03-135x3 枚） 


*2: 本体装置の巧蔵ディスクベイに接続巧能な最大台数は N8103-134 を 2 枚搭載した場含に 12 台、 N81 03-1 35 の場含は 
1 枚で最大 24 台まで接続可能。 
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3 ■本製品の特徴 


本製品は、 SAS / SATA 巧麻の I / F コネクタを8ポート搭載しています。データ転送速度は、1ポートあたり 
最大 600 MB / 秒であり、おコスト、高パフォーマンスを実現しています。 

さらに、 N 8103-136/137/140 増設バッテ IJ を接続することで、アクセス性能びより向上する 「Write Back 」 
モードでの運用び可能になります。また、市ットスワップ機能を実現しています。（本体装置によってはサ 
ポートされない場合や、煌設用 HDD クージとの接続び必要な場合びあります。） 

本製品の特徴 

■ 最大600 MB / 秒のデータ転送 

■ 51 2 MB SDRAM メモ U を搭載 

■ N 8103 -134 は 1 RAID コント□-ラあたり最大8台の SAS / SATAHDD 、 SSD を接続巧能 (1 ポート 
当たり4台)、 N 81 03-1 35は 1 RAID コント□-ラあたり最大24台まで接続可能。 

■ RAID レベル0,1, 5, 6,10, 50をサポート 

■ 煌設バッテ IJ を接続すると 、 「Write Back 」 モードでの運用び可能 

■ URU をインス!'ールすることじより ESMPRO を使った通報監視び可能 
■ 障害発生 HDD の自動検出 

■ システ厶を停止せずに故障 HDD の交換(巧ットスワップ)び可能 
■ ブヴーを使用した警告び可能 

■ □ープ□ファイル巧麻 



本製品は、 PCI ホットプラグ機能をサポートしておりません。 

HDD 东ットスワップは、増設巧 HDD クージを使用している厦合ゆ市ットス 
ワップに巧丽した本体装置の厦合のみ実行でさます。 
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ん各部の名称と機能 

本製品の各部の名称をじ(下に説巧いたします。 

N8103-134 RAID コント□ーラ 

(本製品表面） 



の 



(本製品裏面) 









































































































N 8103-135 RAID コント□-ラ 


(本製品表面） 


夕 




◎ 




◎ 


な 


思 


aooooooooc 

Doaaaa 
□□□□□a 
30000000 oc 
30000000 oc 
sosooaaaoc 
30 ooooaaoc 

3 □□ ロロ □□□□c 
3 □□ ロロ □□aoc 

T^Doaaaa 


電 


」llllllllfllllllllllllllllllllllllll 


ロロ 


0 


(本製品裏面） 










































































1 j Mini SAS コネクタ 

SAS ケーフルを接続するためのコネクタです。 


2 I HW ラベル 

本製品の管理レビジョンを表示しているラベルです。 



3 I 増設バッテ I 」巧コネクタ 

増設バッテ I 」を接続する際に使用するコネクタです。増設バッテリの取りがけ手順じつき 
ましては、増設バッテリ付属のユーヴース方イドを参照してください。 


4 I 型番ラベル 

本製品の型番を表示しています。 

例） N 8103 -134 r 


NEC 

N 8103-134 


5 ] HDD LED コネクタ 

本体装置の D に K ACCESS ランプを点口させるためじ、本体装置のマプーポードと接続し 
ます。 

6 ] PCI コネクタ (PCI Express 巧麻） 

本体装置の PCI ス□ット （PCI Express ) に接続するコネクタです。 





5 ■ハードウエアのセットアップ 
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次の手順にがって、本製品を本体装置に取り巧けてください。 



チェック 


作業の前に本体装置のユーヴーブ方イドち必ずご覧になってください。作業フ □- 
は本体装置や装置構成、増設用 HDD ケージの有無じよって異なります。作業開始前 
じ本体装置の種類および装置構成を確認して正しいフ□一を実施してください。 



(本)増設用 HDD クージを使巧しない厦合は、作業はありません。 
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5-1. セットアップの準備 


園 


重要 


セットアップを行5前に、 U •(下のを意事項を参照して<ださし、。 

■ PCI ス□ット （PCI Express ) じは、本体装置により実装制限びある揚合びありま 
す。取りはける前に本体装置のユーヴープ方イドを確認してください。 

本製品は、他の PCI ボード ( RAID コント□ーラ、 SCSI コント□ーラ、 SAS コント □- 
ラ、 FC コント□-ラ等)の混を使巧を制限している揚合びあります。本製品を化の 
PCI ボードと混在してご使届になる揚合は、混をび可能かどラなお買い巧めの販売店 
じご確認 < ださし、。 


1. すべてのアプリグーシヨンを終了し、 0 S のシャットダウン赃理を行います。 

2. POWER スイッチを巧して本体装置の電源を OFF にします。 

3. 本体装置の電源ユニットじ接続しているをての電源コードをコンセントから巧さます。 

4. 本体装置のユーヴーブガイドの手順に従い、本体装置のサイドカバー等を外します。 



チェック 


本体装置サイドカバー等の取り巧け/取り外し手順は、本体装置のユーヴーズ方イド 
を参照してください。 
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5-2. ブラケットの選択-取り付け 

本製品はフルノ\イト PCI ブラヴットび取り巧け6れています。□ープ□ファイルに巧丽した PCI ス□ット 
に本製品を取りはける厦合は、本製品添巧の□ープ□ファイル PCI ブラヴットに交換する必要びあります。 

1. フル八イト PCI ブラヴットと本製品を固定しているネジ （2 本）を取り外します 

2. フルハイト PCI ブラヴットを取り外します。 

3. □ープ□ファイル PCI ブラクットを取り巧けます。 

4. □ープ□ファイル PCI ブラクットを手順1で取り外したネジ （2 本）で固定します。 


(例： N 8103 -134) 



フルノ\イト PCI ブラヴットの取り外し、□ープ□ファイル PCI ブラヴットの取り巧け 


- □-プ□ファイル PCI フラケットからフル八イト PCI ブラケットじ取り营える時ち 

冷 同様の手員です。 

ヒント 
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5-3. 本体装置ジャンパ設定 

本製品を取り付口る前に、トレーのディスクランプを正しく動作させるための設定び必要な場合びあ 
ります。詳細は、本体装置のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 


5-4. 本製品の取り付け 

1. 本製品を取りは口る PCI ス□ット (PCI Express) の位置を確認し、巧丽する煌設ス□ットカバー 
を取の 外します。 

園 


重要 


-取り外した増設ス□ットカバーは大切に保管してください。外したネジは、本製 
品の取りはけに使用しますので、紛失することのないよラご;主意<ださし、。 

-本製品は、 PCI ホットプラグ機能 I こは巧麻していません。本製品を抜さ差しする 
揚合は、必ず本体装置の電源を OFF じして、電源コードをコンセントから抜いて 
<ださい。 


- PCI ス□ット （PCI Express) じは、本体装置じより実装制限びある揚合びあります。 

取りけける前に本体装置のユーザース方イドを参照してください。 


チェック 


2. 本製品を PCI ス□ット （PCI Express) じしっかりと差し込み、固定します。ネジで固定する場合 
は、増設ス□ットカバーを取り外した時のネジを使用して固定します。 



取り巧け例.タワーモデルの厦合 
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5-5. LED ケーブルと SAS ケーブルの接続 

本体装置巧属の SAS グーブルを本製品の SAS コネクタじ接続します。 

N 8103-134 の場ち 



N 8103-135 の揚合 

1. 取りはけ時 

SAS クーブルをカチつと音びするまで挿し込んでくださし、。 

2. 取り外し時 

SAS ヴーブルの□ックを外しなびらクーブルを引いてくださし、。 





重要 


Disk 増設ユニットとの接続じついては、 Disk 増設ユニットのユーヴーズ方イ 
ドを参照して < ださし、。 
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LED クーブルの接続は、し M 下の國巧び接続表を参照願います。本体装置添巧の LED クーブル使巧時、マヴー 
ボードへの接続含饭て対象の本体装置のユーヴーブガイドをご覧くださし、。 

(N8103-134) 

LED クーブル 



(N8103-135) 






I_I 



〇〇 


〇 


回回 LZJLU 

LED コネクタの2ピンと3ピンに 
LED ケーブルを接続する。 



LED ケーフル(本体装置添は） 

LED コネクタ 

2 ピン 

ケーブル接続 

3ピン 

ケーブル接続 


■ 本体装置じよっては、 LED ケーフルのケーブルび2本の揚合と1本の揚合びありま 
す。 

-増設用 HDD ケージを使届する揚合の詳しい接続方巧じついては、増設用 HDD ケー 
ジ添巧のユーヴーブ方イドを参照してくださし、。 


重要 


ち 3CCCCLJC マ 

so 君 00000 or 
0000000000 
〇旨〇〇〇〇旨〇 
0000 己 00 □□己 

oaooaaoooa 
aaooaaoooa 
oaooaooooo 
030000 aa マ 

n 安 Jnnnnnr 


0 

〇 

◎ 
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5-6. 増設用 HDD ケージの取り付け 

増設用 HDD クージを使用する場合は、煌設用 HDD グージに添はされているユーヴーブガイドの手順に 
がって取り巧口ます。 
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第 2 章 RAID について 


ここでは、本製品びサポートしている RAID 機能について説日月します。 


1-RAID の概要 


1-1. RAID(Redundant Array of Independent Disks) とは 

直訳すると独立したディスクの巧長配列となり、 HDD を複数まとめてあ〇技術のことを意巧します。 

論理ドライブを構成すると、ホストコンピュータからは、複数の HDD び1つの HDD として認識されます。 

/卞ストコンピュータからのアクセスは、論理ドライブを構成している複数の HDD に巧して並行して行われ 
ます。 


また、巧長性のある RAID レベルでは、ある HDD に障害び発ちした揚合でち残っているデータとパリティ 
を使巧して I 」ビルド機能を実施するとデータを復旧させることびでさ、高い信頼性を提供することびでさま 
す。 


1-2. RAID レベルについて 

RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)び存だします。その中で本製品びサポートする RAID 
レベルは、 「 RAID 0」「 RAID 1」「 RAID 5」「 RAID 6」「 RAID 10」「 RAID 50」 です。論理ドライブを作成する 
上で必要となる HDD の数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認して<ださい。 


RAID レベル 

必要な HDD 数 

最小 

最大 (N81 03-134) 

最大 (N8103-135) 

RAID 0 

1 

8 

24 

RAID 1 

2 

2 

2 

RAID 5 

3 

8 

24 

RAID 6 

4 

8 

24 

RAID 10 

4 

8 

24 

RAID 50 

6 

8 

24 



各 RAID レベルの詳細ま、本章 「2. RAID レベル」を参照してください。 


ヒント 
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1-3. ディスクアレイ （Disk Array) 

ディスクアレイは複数の HDD をグループ化したちのを表します。本製品の設定可能なディスクアレイの数 
は、 HDD を8台実装した場合で最乂 8個になります。（各 HDD を1つのディスクアレイと設定した場合） 

かの図は本製品に HDD を3台接続し、3台で1つのディスクアレイを作成した構成例です。 


RAID コント□-ラ 



1-4. 論理ドライブ (Logical Drive) 

論理ドライブはディスクアレイに巧して作成される論 I 里的なドライブを表し、 0 S からはそれぞれび HDD 
として認識されます。本製品の設定可能な論理ドライブの数は、ディスクアレイの個数じよらず最大32個 
まで作成び巧能です。 

次の図は本製品に HDD を3台接続し、3台で1つのディスクアレイを作成し、そのディスクアレイに RAID 5 
の論理ドライブを2つ設定した構成例です。 


RAID つント□-ラ 



HDD 1 

(36 GB ) 


HDD 2 

(36 GB ) 


HDD 3 

(36 GB ) 


LDx - x : 論理ドライブ 
に割り当てられた HDD 
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1-5. パリティ （ Parity) 

H 長データのことです。複数台の HDD のデータから1セツトの巧長データを生成します。 
を成された巧長データは、 HDD び故障したとさにデータの復旧のために使巧されます。 


1-6 . ホットスワップ 

システ厶の稼働中に HDD の脱着(交換)を手動で行ラことびできる機能をホットスワップといいます。 


園 


重要 


因 

チェック 


ホットスワップを行ラ際には、交換対象の HDD を無理に引さ巧いたり、無理に差し 
戻したりしないでください。過度の力び加わった揚合、 HDD 等の装置び故障し RAID 
システ厶の動作に不具合びをじる可能性びあります。 


本体装置によってはヴポートされない揚合や、増設用 HDD ケージの接続び必要な揚 
合びあります。 


1-7. ホットスペアディスク （Hot Spare) 


巧ットスペアディスクとは、冗長性のある RAID レベルで橋成された論 I まドライブ配下の HDD に障害び発 
をした場合に、巧わりに使用でさるよ5じ用意された子備の HDD です。 HDD の障害を検出すると、障害を 
検出した HDD を切り離し(スフライン)、ホットスペアディスクを使用して IJ ビルドを実行します。巧ット 
スペアディスクには下の2種類の設定びあります。 


設定 

特徴 

Global Spare 

どのディスクアレイの HDD び故障した揚合でちホットスペアディスク 
として機能します 。 Global Spare は 、 Global Spare を設をしたデバイス 
と同一のデバイスで構成されたディスクアレイに巧してのみ有効とな 
ります。 

Dedicated Scare 

指をしたディスクアレイの HDD び故障した揚合のみ、ホットスペア 
ディスクとして機能します 。 Dedicated Spare は 、 Dedicated Spare を設 
定したデノ イスと同一のデバイスで構成されたディスクアレイじ巧し 
てのみ有効とな0ます。 


- ホットスペアディスクを使用した I 」ビルド「スタンバイ I 」ビルド」じついては 

「第3章本製品の機能について」を参照してください。 

ヒント 
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2. RAID レベル 

本製品びサポートしている RAID レベルについて詳細な説 B 月をします。 

2-1. RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通のです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特徴 

RAIDO 

ストライピンヴ 

なし 

データ読み書きび最ち高ま 
容量び最大 

容量 = HDD 1 台の容量 XHDD 台数 

RAID 1 

ミラー IJ ング 

あ0 

HDD び2台必要 
容量 = HDD 1 台の容量 

RAIDS 

データおよび冗長データ 
のストライピンク" 

あの 

HDD び3台 U •(上必要 

容量 = HDD 1 台の容量 X(HDD 台数- 1) 

RAID 6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピング 

あの 

HDD び4台 U •(上必要 

容量 = HDD 1 台の容量 X(HDD 台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1 のストライピンク'' 

あの 

HDD び4台 U •(上必要 

容量 = HDD 1 台の容量 X(HDD 台数■: "2) 

RAID 50 

RAIDS のストライピング 

あ0 

HDD び6台 U •(上必要 

容量 = HDD 1 台の容量 X(HDD 台数- 2) 
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2-2. FRAIDOj について 

データを各 HDD へ分散して記録します。この方式を「ストライピンク''」と呼びます。 

図ではストライプ 1( HDD 1)、 ストライプ 2( HDD 2)、 ストライプ 3( HDD 3) •- •というようじデータび記録 
されます。すべての HDD じ巧して一括してアクセスでさるため、最ち優れたディスクアクセス性能を提供 
することびできます。 



国 


重要 


RAID 0 はデータの冗長性がありません。 HDD が故障するとデータの復旧ができませ 
ん。 


2-3. 「 RAID1 」 について 

1つの HDD に巧してち〇1つの HDD へ同じデータを記録する方式です。この方式を「ミラー IJ ング」と呼 
びます。 


1台の HDD にデータを記録するとき同時に別の HDD に同じデータび記録されます。一方の HDD び故障し 
たときに同じの容び記録されているちラー方の HDD をけわりとして使巧することびできるため、システ厶 
をダウンすることなく運巧できます。 


RAID コント□-ラ 




戸 

' 

HDD 1 


HDD 2 







ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 
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2-4. rRAIDSJ について 

RAIDO と同様に、データを各 HDD へ「ストライピンク'」方まで分散して記録しますび、そのときパリティ 
(冗長データ)も各 HDD へ分散して記録します。この方式を「分散パ I 」ティ巧きストライピング」と呼びま 
す。 


データをストライプ的、ストライプ (X+1 )、 そしてストライプ的とストライプ (X+1) から生成されたパリティ 
( x , x +1) というようじ記録します。そのためパリティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうど HDD 1 
台分の容量になります。論理ドライブを構成する HDD のラち、いずれかの1台び故障してち継続してデー 
夕び使巧でさます。 


RAID コント□-ラ 




- "1 



HDD 1 


HDD 2 


HDD 3 

\- ノ 


^-^ 


^- ^ 


パリティ(1,2) 


ストライプ1 


ストライプ2 

ストライプ3 


パリティ(3|4) 


ストライプ4 

ストライプ5 


ストライプ6 


パリティ（5, 6} 


2-5. 「 RAID6 」 について 

RAID 5 と同様ですび、パリティ(冗長データ)は2種類を各 HDD へ分散して記録します。この方まを「二重 
化分散パリティはさストライピング」と呼びます。 

通甫のパリティに加え、係数による重み巧けなど異なる計算手法を用いた別のパ IJ ティの2種類を記録しま 
す。そのためパリティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうど HDD 2 台分の容量じなります。論理ド 
ライブを構成する HDD のラち、いずれかの2台び故障してち問題なくデータび使巧でさます。 


RAID コント□-ラ 


HDD 1 





HDD 2 




广 



HDD 3 




' - V 

HDD 4 


ストライプ1 


ストライプ2 


パ I 」ティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 

ストライブ4 


パ I 」ティ P (3,4) 


パ1」ティ Q (3, 句 


ストライプ3 

パ I 」ティ P (5,6) 


パ I 」ティ Q (5, 日） 


ストライプ5 


ストライプ6 
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2-6. 「 RAID10 」 について 

RAID 1 で構成された論理ディスクを1つの HDD と見立て、複数の RAID 1 論理ディスクじ巧して「ストラ 
イピング」方まで分散して記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 RAID 1 の高信頼性を 
同時 I こ実現することびできます。 



RAID 1 _ RAID 1 



2-7. 「 RAID50 」 について 

RAIDS で構成された論理ディスクを1つの HDD と見立て、複数の RAIDS 論理ディスクに巧して「ストラ 
イピング」方まで分散して記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 RAID 5 の高い信頼性 
を同時に実現することびできます。 


RAID コント□ーラ 


ストライプ1 


ストライプ2 


ハリティ (1,2) 


ストライプ3 


ストライプ4 


/\リテイ（3, 4) 

ストライプ6 


バ1」ティ (5,6) 


ストライプ5 


ストライプ8 


バリティ （7, 8) 


ストライプ7 

バリティ (9,10) 


ストライプ9 


ストライプ10 


バリテイ（11, 12) 


ストライプ11 


ストライプ12 


RAIDS 


a 

i 

RAIDS 




RAID0 






































































































































第 3 章本製品の機能について 


本製品の機能について説巧します。 


1•リビルド 


IJ ビルド ( Rebuild ) は 、 HDD I こ故障び舜生した場合に、故障した HDD のデータを復旧させる機能です。 
「 RAID 1」、「 RAID 5」、「 RAID 6」、「 RAID 10 丄 「 RAID 50」 などの巧長性のある論理ドライブに巧して実行す 
ることびできます。 


1-1. マニュアルリビルド(手動リビルド） 

本製品のコンフィグレーシヨンユーティ IJ ティ 「 Supe 旧 uild U 川 ity 」、 または RAID システ厶管理ユーティ U 
ティ 『 URUJ を使用し、手動で実施する I 」ビルドです。 HDD を選択して I 」ビルドを実行することびでさま 
す 。 rSuperBuild UtilityJ でのマニュアル U ビルドの操作方まは、5章 2-6 「Disk Array Management 」 の 「Start 
Manual RebuildJ の項を参照してくださし、。 

また、 『 URUJ での詳しい操作方まについては、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER のスンラインドキュメ 
ント 「Universal RAID U 川 ityVer 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してください。 

本体装置び R 140 b -4 の場合は、本製品添巧の「 N 81 03-1 34/135 RAID Controller Management Software」CD 
巧の 「Universal RAID U 川 ityVer 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してください。 


1-2. オートリビルド（自動リビルド） 

URU などの RAID システ厶管 i 里ユーティリティを使用せず、自動的に I 」ビルドを実行させる機能です。（ス 
タンバイ IJ ビルドを機能させる揚合、巧ットスペアディスクの設定び必要です） 

オート I 」ビルドには、し乂下の2種類の方法びあります。 

■ スタンバイ IJ ビルド 

市ットスペアディスクを用いて自動的に I 」ビルドを行ラ機能です。巧ットスペアディスクび設定さ 
れている構成では、論理ドライブじ割り当てられている HDD じ故障び生じたときに、自動的に IJ 
ビルドび実行されます。 

rSuperBuild Utility 」 でのホットスペアディスクの設定方法は、 

5章 2-8 Spare Drive Management を参照してください。 

ffURUj での設定方轴こつきましては、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER のスンラインドキュ 
メント 「Universal RAID U 川 ityVer 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してくださし、。 

本体装置び R 140 b -4 の場合は、本製品添はの「 N 81 03-1 34/135 RAID Controller Management 
Software 」 CD 巧の 「Universal RAID U 川 ity Ver 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してください。 

■巧ットスワップ I 」ビルド 

故障した HDD を/卞ットスワップで交換すると、自動的に I 」ビルドび実行される機能です。交換する 
HDD は^^の HDD とは別の HDD でな口ればなりません。 

(但し、同じ HDD を使用した場合でち、マニュアル I 」ビルドの実行は巧能です。） 
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園 


重要 


I 」ビルドを実行する揚合は、 U ■(下の点じを意してください。 

■ リビルドに使巧する HDD は、巧障した HDD と同一容量、同一回転数、同一規抱の 
ちのを使巧して< ださい。 

-リビルド中は負简びなかるため、化理ま度は低下します。 

-リビルド中は、本体装置のシャットダウンゆリブートを実砲しないでください。 
巧び 一、 停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった揚合、まゆなじ電 
源の再お入を行って< ださい。白動日印こリビルドび再開されます。 

-ホットスワップ IJ ビルドは、増設用 HDD ケージを使巧している揚合ゆホットス 
ワップじ巧丽した本体装置の揚合のみ実行できます。 

-古如章した HDD をないてひら新しい HDD を実装するまで I こ、90砂(上の間隔をあ 
けてくださし、。 

-ホットスワップ IJ ビルドび動作しない揚合は、システ厶を再起動してください。 

-実行中のリビルドを途中で停止することはで言ません。リビルドを行ラ HDD は間 
違いないよラ巧分じを意してください。 

■リビルドの優先度は URU から変更することびでさます。 
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2./くトロールリード 


パト□ールリードは、 HDD のを領域にリード&ベ I 」フアイ試験を実施する機能です。パト□ールリードは、 
論理ドライブゆ巧ットスペアディスクに割り当てられているすべての HDD に巧して実行することびでさま 
す。 


パト□ールリードにより、 HDD の後発不良を検出•修復することびできるため、そ防保守として定期的に実 
施することを巧奨します。パト□ールリードは URU をインス!'ールすると、定期的に実施することびできま 
す。 


「 RAID 1」、「 RAIDS 」、「 RAID 6」、「 RAID 10 丄 「 RAID 50」 などの冗長性のある論理ドライブを構成する HDD 
ゆホットスペアディスクに割り当てられた HDD の場合は、実行中に検出したエラーセクタを修復することび 
でさます。 

パト□ールリード実行中の HDD へアクセスびあった場合は、パト□ール IJ ー ドを一時的に中断し、アクセス 
び完了すると中断した箇所から継続します。そのため、パト□ール IJ ー ドによる性能お下はほとんどありま 
せん。 


園 


重要 


バト□-ルリードを実行する揚合は、 U ■(下の点じを意してください。 

■ 頻繁に HDD へアクセスびある環境では、パト□-ル I 」ードの地理び進みません。 
そのよラな環境では、バト□-ル IJ - ドよりも整合性チてックを使った5巧保奇 
をお奨めします。 

-パト□-ル IJ - ドを実砲するためじは URU のインス I ' - ルび必要です。 

■ バト□-ル IJ - ドは URU インス!-―ル直後に1回目び実行され、1回目の実行から 
1週間間隔で実行するよラにスケジュールされています。実行間隔を変更するこ 
とはでさません。 

-論理ドライフを作成していない HDD ゆ、ホットスペアディスクを設をしていない 
HDD じなしてノ 卜 □- ル I 」 ー ドは動作しません。パト□-ル IJ - ドを実砲するた 
めじは、論理ドライブを作成するか、ホットスペアディスクじ設をする必要びあ 
ります。 

-パト□-ル IJ - ドの優先度は URU から変更することびでさます。 
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3 ■整合性チてック 


整合性チェックは、論理ドライブの整合性をチェックするための機能です。 「 RAID 1」、「 RAID 5」、「 RAID 6」、 
「 RAID 10 丄 r RAID 50 J などの冗長性のある論理ドライブ I こ巧して実行することびできます。 

舊合性チェックは、パト□ールリードと同様、スヴジュール設定を行〇ことにより定期的に実施することび 
でさます。 

整合性チェックは整合性をチェックするだけでな<、パト□ールリードと同様に、実行中に検出したエラー 
セクタを修復することびでさるため、ず防保守として使用でさます。 

整合性チェックは/\°卜□ールリードとは異なり、実行中の論理ドライブに巧してアクセスびあった場合でち 
一定の割合で処理を継続します。そのため、整合性チてック実行中はシステ厶に負荷びかかり、化理速度び 
イ居下する場合びあります。ただし、頻繁にアクセスびある環境では、パト□ール I 」ードの処理を進めること 
びでさないため、整合性チェックを使ったす防保守を推奨します。 


国 


重要 


整合性チェックを利用する揚合は、(下の点に!主意して<ださし、。 

■ 整合性チ I ックを実施するためじは URU のインス!ルび必要です。詳しい操作 
方まじついては、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER のスンラインドキュメント 
runiversal RAID Utility Ver 2.3 ユーヴーブ方イド」を参照してくださし、。 

本体装置び R 140 b -4 の揚合は、本製品添巧の rN 8103-1 34/135 RAID Controller 
Management Software 」 CD 巧の 「Universal RAID Utility Ver 2.3 ユーヴーズ方イ 
ド」を参照してください。 

■ 整合性チてックの優巧度は URU から変更することびできます。 







第 4 章ランプ表示について 


本製品は、煌設用 HDD ヴージを使用、または巧ットスワップじ巧麻した本体装置に実装することで 、 HDD 
のアクセス状態や、故障や IJ ビルド動作中などのステータスを確認することびでさます。また、本体装置添 
巧の LED グーブルを接続することで、アクセス時に本体装置前面の DISK ACCESS ランプを点減させること 
びで含ます。 


1•本体装置のランプ表示 


本体装置のディスクアクセスランプの例 


ランプ 

ランプ表示 

意味 

DISKACCESS ランプ 
(緑色） 

消な 

HDD じアクセスしていません。 

点滅 

HDD じアクセス宮しています。 


園 


重要 


冷 

ヒント 


. アクセスしていない状態でも、ディスクアクセスランプび頻繁に点滅する揚合び 
ありますび巧障ではありません。 

アクセスびない状態でも、 ESMPRO ゆ本製品自身び行っている監視じよるアクセ 
ス、 OS ひらアクセスび定期的に行われているためです。また、本製品の I 性質上、 
1回のアクセスじ巧する点滅時間び長いため、これらのアクセスじ巧して頻義じ 
点滅する揚合びあります。 

本体装置のランプ表示は本体装置の種類じよって異なります。詳し<は本体装置の 
ユーヴーブ方イドを参照してくださし、。 



DISK ACCESS ランプ 
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2 •トレーのディスクランプ表示 


トレーのディスクアクセスランプの例 


ディスクランプ 

ランプ表示 

意巧 

緑色 

消な 

HDD じアクセスしていません。 

高ま点滅 

HDD じアクセスしています。 

アンパー色 

立ち上げ時に点な 

HDD じ電源が供給されています。 HDD の故障ではありませ 
ん。 

稼動中に点な 

HDD び故障しているひ、 SAS ケーブルびあけていることを 
示しています。ちし、 HDD び故障している揚合は直ちに新 
しい HDD I こ交換し、 I 」ビルド処理を行ってください。 

イを速点滅 

リビルド処理び行われていることを示しています。 


園 


重要 



チェック 


■ アクセスしていないが態でち、緑色ランプび頻緊じ点滅する揚合びありますび故 
障ではありません。 

アクセスびないが態でち、 ESMPRO ゆ本製品自身び行っている監視じよるアクセ 
ス、 OS ならアクセスび巧期的に行われているためです。また、本製品の性質上、 

1回のアクセスに対する点滅時間び長いため、これらのアクセスじ巧して頻繁に 
点減する揚合びあります。 

-本体装置によっては、増設巧 HDD ケージび接続できなぴったり、接続できる增設 
巧 HDD ケージび異なったりします。詳しくは、お買い巧めの販売店にお問い合わ 
せください。 

■ 本体装置の起動毎にアンバー色ランプび点灯しますび、故障ではありません。 

-再起動時には、再起動時のランプの表示が態び保持されたまま再起動します。 



HDD にアクセスしていない状態では、デイスクランプの LED の緑色は消なします。緑の LED び萬に点なの 
状態 I こなっている厦合には、 LED 設定の変更び必要です。 
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[LED 設定変更方法] 


]Misee 11 aneous I - 

SAS READY LED : ON 

If set to ON，uihen not processing a command ， 

assert the READY LED signal continuously. 
SGPIO Backplane : [Generic] 

Buzzer Disable 

NCQ Setting . Enable 

Auto-RB to dead Disk : Disable 

Spin-up delay 0 seconds ( -/+ Adjust ) 

AdaptWriteBack Cache : Enable 


leturn to Previous Menu 


l _ ED の設定変更は 、 SuperBuildU 川け y 画面の [Main Menu ] -> [ Miscellaneous ] を開し、たくださし、。 

N 8103-134 の揚含 、 SAS Ready l_ED を ON にします。 N 8103-135 の揚含 、 SAS Read l_ED を OFF にします。 
SuperBuildU 川 ity の起動方法は 5-2-1 「SuperBuildU 川け y の起動と; こュ ー」を参照してください。 






第 5 章論理ドライブの作成 


ここでは本製品のコンフィグレーシヨンユーティ I 」ティ rSuperBuild ™ Utility 」 について説日月します。 
SuperBuild Utility は、オペレーティングシステ厶の起動していない!]犬態で RAID システ厶の構築-管理をす 
るためのユーティ I 」ティです。オペレーティングシステム起動後の RAID システ厶の構築•管理には URU を 
使用します。 


1 .SuperBuild Utility を使用する前に 

rSuperBuild Utility 」 を使用する前に、サポート機能およびを意事項を参照してください。 

1-1. サポート機能 

■ 本製品の各種情報表示 
■ HDD の各種情報表示、ステータス表示 
■ ディスクアレイ/論 i 里ドライブの作成、削除 

■ RAID レベルの 設定 

■ Stripe Block サイブの設定 
■Write Cache の設定 

■ Read Cache の設定 

■ ディスクアレイ/論巧ドライブの設定情報表示、ステータス表示 
■ ホットスペアディスクの作成、削除 
■バックグラウンドタスクの進强状況確認 
■ マニュアル IJ ビルド/初期化の実行 


園 


重要 


SuperBuild Utility では、じ(下の機能を使巧することはでさません。 U •(下の機能を使用 
する揚合、 URU のインス!ルび必要です。 

■ 整合性チ I ック 
■ バト □ —ル I 」ード 

また、詳しい操作方法については、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER の 
スンラインドキュメント 「Universal RAID U 川 ityVer 2. 3ユーヴーブガイド」 
を参照してくださし、。 

本体;装置び R 140 b -4 の揚 S ま、本製品添巧の rN 8103-1 34/135 RAID Controller 
Management Software」CD のの 「 Universal RAID Utility Ver 2.3 ユーヴーブ 刀イド」 
を参照してください。 
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2. SuperBuild Utility の起動とメニュ ー 


2-1. SuperBuild Utility の起動 


(下の POST 画面び表示されたら < Ctrl >+< S > キーを巧して Supe 旧山 Id Utility を起動します。 

[ POST 画面ィメ ージ(正常時)】 


MiperTrak EX SAS 6G RAID Controller BIOS Iters ion 5.0.70.49 UPDCOO.QQ) 
(c) 2009 Promise Technology, Inc. All rights reserved. 

iummciry of Controller 1 : ST EXB760T-512 
卜 Single Image Uersion : 5.0.70.51 
卜 Humber of Physical Deu : 8 

► Humber of Disk Array : 1 

► Number of Logical Dev : 1 


ress <Ctrl> + <S> to enter SuperBuild (tm) Configuration Utility 
ress <Esc> or <Space> to continue .. 


園 


重要 


■ POST 中は < Pause > キーなど操作に関なないキーを巧さないでください。 

■ Number of Logical Dev の後に続けて Critical の表示びを巧する揚合、作巧済みの 
論理ドライブび縮退状態となっていることを示します。運用の継続はできます 
び、論理ドライブじ冗長性びなくなっているため、早急に I 」ビルドで復旧する 
必要びあります。このが態で他の HDD び故障すると、データの復旧びでさなく 
なります。 Rebuild の詳しい手順は「2.6 Disk Array Management 」 の 「Start 
Manual RebuildJ を参照してください。 
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2-2. Main Menu 


SuperBuild Utility を起動すると最初 I こ表示される [Main Menu ] 画面です。ここから各種設定を行うため矢巧 
キー< t >< i ><^><一>や<[1"116「>キーで画面を切り換えます。 


[Main hemi 卜 


Controller Selection 


Controller Informat ion 
Physical Driw Management 
Disk Array Mairiagement 
Logical Driw Mem&gement 
Spare DMw Management 
Background Activity 
Ewnt Log 
Time Sync 
Miscellemeous 


■ Controller Selection 

本体装置(こ搭載されている RAID コント□ーラを切り營えます。 （ RAID コント□ーラび'1枚の時は 
表示されません。） 

■ Controller Information 

RAID コント□ーラの情報を確認することができます。ファー厶ウェアや BIOS のバージョンを確認 
することちで青ます。 

■ Physical Drive Management 

HDD の情報や論理ドライブへの割り当てが態を確認することび'できます。 

■ Disk Array Manaqement 

ディスクアレイの作成ゆ削除を行5ことびできます。また、既存のディスクアレイの設定情報やス 
テータスを確認することびできます。 

■ Loaical Drive Management 

論理ドライブの作成や削除を行〇ことびできます。また、既存の論理ドライブの設定情報ゆステー 
タスを確認することちでさます。 

■ Spare Drive Manaaement 

市ットスペアディスクの作成や削除を行ラことびでさます。また、既存の东ットスペアディスクの 
設定情報やステータスを確認することびでさます。 

■ Backaround Activitv 

論理ドライブ巧するバックグラウンドタスク( I 」ビルドや初期化など)の進巧がおの巧認や、一時停止 
/再開を行ラことびできます。また、一部のバックグラウンドタスクを実行することちできます。 
論理ドライブび存だしない場合は、選択でさません。 

■ Event Log 

これまでに実行されたバックグラウンドタスク等のイベントび時刻ととちに記録されており、必要 
じ丽じて本製品、構築した RAID システム、 HDD のが態を確認することびでさます。 
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■ Time Sync 

Time Zone の変更ができます。使巧しません。 

■ Miscellaneous 

RAID コント□ーラの各種設定を行います。ブザーおよび LED ランプの設定びできます。 

LED 設定は4章-2「トレーのディスクランプ表示」を参照し、必ず正しい設を値にしてください。 
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2-3. Controller Selection 

[Main Menu ] から [Controller Selection ] を選択すると、 RAID コント □— ラを選巧する画面び表示されます。 
この画面では、本製品を複数枚実装した場合に操作巧象の RAID コント□ーラを選択することびでさます。 



画面イメージはは RAID コント□ーラを2枚実装時のちのです。 


RAID コント□ーラは RAID コント□ーラび使用している PCI ス□ット No のルさい順に表示されますび、操 
作時に間違いのないよう、コント□—ラを切り曽えた勒 Controller Information 陋面で選択されているコント 
□ーラを確認してくださし、。 

また、選択中のコント□ーラは画面左上に表示されます。 
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2-4. Controller Information 

[Main Menu ] からに ontroller Information ] を選択すると、が下の画面が表示されます。この画面では、本製品の 
ファームウェアや BIOS のバージョン、 PCI バス上の割り当て情報などを確認することができます。 

f -\ 情報表示のみとなります。 

冷 

ヒント 


— |Main 
Contr 
Phys 
Disk 
Logii 
Spare 
Backg 
Ek^nt 
Time 
Misce 


Menu I 


Controller Informat ion 


Uendor 

hodel 

UUN 

Memory Type 
Memory Size 
Single Image Uer 
Firmware Uersion 
BIOS Uersion 
PCI Func Address 
PC IE Link Width 
PC IE Link Speed 


controller 


Return to Previous Menu 


PROMISE 

ST EX8760T-512 

2000-0001-日日 00-0000 

DDR2 SDRAM 

日に他 

5.00.0070,51 

日 -00. 0070.50 

5.00.0070-49 

Bus 1?, Dev 00, Func 00 

x8lanes 

日 ■ OGbps 


bootable 


■ Vendor/ Model 

製造元ベンダ名、およびモデル名を表示します。 

■ WWN 

World Wide Name の略で、製品固ちの番号をおします。 

■ Memory fype/Memory Size 

搭載している ><モ U のタイプおよび容量を表示します。 

■ Single Imaae Ver/ Firmware Version/BIOS Version 

シングルイ—ジ、ファー厶ウェア、 BIOS のバージョンをそれぞれ表示します。 

■ PCI Func Address 

PCI パ'ス上の割り当て情報を表示します。 

■ PCIE Link Width 

PCI Express ポートのレーン数を表示します。 

■ PCIE Link Speed 

PCI パ'スの転送レートを表おします。 
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■ Set controller to bootable 

コント□-ラ配下の HDD か 6 OS をブートする揚合に設定します。現在の設定び un-boo ね ble になつ 
ている場合に表示されます。 N 8103 -135 のデフォルト値は un-boo ね ble に設定されていますの 
で、 "Set controller to boo ね ble " のメニューび表示されます。 N 8103-135 の場合、デフォルト値 
( un-boo ね ble 設定)のままご使用くださし、。 

■ Set controller to un-bootable 

コント□ーラ配下の HDD か6 OS をブートしない揚合に設定します。現巧の設定び boo ね ble になつ 
ている場合に表示されます。 N 81 03-1 34のデフォルト値は bootable に設をされていますので、 "Set 
controller to un - bootable " のメニューび表示されます。 N 8103 -134 の場合、デフ3ルト値 (bootable 
設定)のままご使巧くださし、。 

■ Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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2-5. Physical Drive Management 

[Main Menu] から [Physical Drive Management] を選択すると、しソ下の画面び表示されます。この画面では、接 
続されている HDD のモデル名や容量を確認することができます。 


f -\ 情報表示のみとなります。 

冷 

ヒント 


Physi 

Disk 


Time 


I —— I Physical Driw Manaaement 

— 



ID 

Model Name 

Capacity 

Status 


1 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


2 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


3 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


4 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


1Z3 

ST 9500630 MS 

465.63 GB 

OK 


130 

S 巧 50063 GNS 

465.63 GB 

OK 


131 

ST 9500630 MS 

465.63 GB 

OK 


132 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


1 国 Return to Previous Menu^H 





■ ID 

接続されている HDD の ID を表示します。 

N8103-134 は Port1 〜4, Port129 〜132、 N8103-135 は Po「t1 〜12, Port129 〜140が表示されます。 

■ Model Name 

製造べンダのモデル名を表示します。 

■ Capacity 

容量を表示します。 

■ Status 

ステータスを表示します。 


Status 

説明 

OK 

スンラインが態です。 HDD が正常に動作しています。 

PFA 

HDD じエラーび発生しており、継続使用による故障び5測されます。 

DEAD 

HDD じアクセスでさないが態です。故障び疑われます。 

Rebuild 

HDD に巧して1」ビルドび実行されています。 

Md.Patrol 

HDD じ巧してノ\°卜□-ル IJ - ド (URU でのみ実行巧)び実行されています。 

stale 

U •(前のアレイコンフィグレーシヨン情報を持っている HDD です。 


■ Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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また、任意の HDD を選択し < Ente 「> キーを押下することによって、より詳細知青報を確認すること 
び'できる [Physical Drive Information 陋面を表示することもできます。 



■ Physical Drive ID 

接続されている HDD の ID を表示します。 

N 8103-134 は Port 1 〜4, Port 129 〜132、 N 8103-135 は Port 1 〜12, Port 129 〜140び表示されます。 

■ Model Name 

製造べンダのモデル名を表示します。 

■ Serial Number 

製造ベンダのシ U アルブンパ'一を表示します。 

■ Firmware Version 

ファームウェアバージョンを表示します。 

■ Drive Interface 

最大 PCI バス転送レートを表示します。 

■ Protocol 

未ヴポートです。 

■ Capacity 
容量を表示します。 

■ Conriguration 

HDD が細み込まれているディスクアレイの情報を示します。 

■ Status 

HDD のステータスを示します。 

■ Clear Status 

Physical Drive の Status をク U アします。 

■ Force disk to offline 

Physical Drive が online の場含表示されます。 Physical Drive を強制的に offline にします。 
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■ Force disk to online 

Physical Drive が Dead の揚含じ表示されます 。 Physical Drive を強制的に online にします。 

■ Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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2-6. Disk Array Management 

[Main Menu ] から [DiskArray Management ] を選択すると政下の画面び'表示されます。この画面では、デイス 
クアレイの作成や削陈を巧うことができます。 



■ ID 

ディスクアレイ番号を表おします。 

■ Disk Array Name 

作成済みディスクアレイの名前を表示します。 

■ Capacity 

容量を表示します。 

■ Status 

ステータスを 表示し ます。 


Status 

説明 

OK 

ディスクアレイびスンラインが態です。 

ディスクアレイび正常1こ動作しています。 

Degraded 

ディスクアレイを構成している HDD 1 台政上び故障しているか、接続されていない 
が態を示します。 

Rebuild 

論理ドライブびリビルド中のが態です。 

Offline 

スフラインが態です。ディスクアレイ宮構成しているをての HDD び故障している 
か、接続されていないが態を示します。 

Miss PD 

ディスクアレイのコンフィグレーション情報と実際の HDD の情報び異なることを示 
します。 


f -\ IJ ビルドの実行じよってディスクアレイの構成び変化する巧能性びあります。その 

にめ、、 J ビルド実行のステータスは論理ドライブではな <、ディスクアレイのステー 
S _ J タスとして表示されます。 

ヒント 
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■ Create Disk Array 

ディスクアレイを作成する場合に選択します。詳しい手順は「 3-2. ディスクアレイの作成」を参照 
してくださし、。 

■ Delete Selected Disk Array 

ディスクアレイを削除する場合に選択します。詳しい手順は r4.RAID システ厶の削除」を参照して 
くださし、。 

また、既存のディスクアレイを選択し < Enter > キーを押下することによって、より詳細な情報を確認す 
ることびできる [Disk Array Info and Setting ] 画面を表示することもできます。 



■ Disk Array ID 

ディスクアレイ番号を表示します。 

■ Disk Array Name 

ディスクアレイ作成時に設定したディスクアレイ名を表示します。その揚で変更び巧能です。 

■ Capacity(Configurable) 

ディスクアレイの容量を示します。 

■ Capacity(Free) 

論理ドライブに設定可能な最大容量を示します。 

■ Number of Physical Drives 

ディスクアレイを構成する物 S デバイスの数を表示します。 

■ Number of Logical Drives 

ディスクアレイのじ作成済みの論理ドライブの数を表示します。 

■ Status 

ステータスを表示します。前画面に表示されるちのと同一です。 
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■ Physical Drives in the Disk Array 

ディスクアレイを構成する HDD の情報を表示します。詳細は 2.5 Physical Drive Management を参 
照してくださし、。 


- jMain 

Contr 
Physi 
Disk 
Logic 
Spare 
Backg 
Event 
Time 
Misce 


Menu I — 
—~{Disk 

曲, 


Array Management | - 

sk Arrau Info and Settiif»g|- 


Physical Drives in the Disk Array I - 


D 

Model Name 

Capacity 

Status 


SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 


SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

OK 

eturn to Previous Meriu^H 




■ Logical Drives in the Disk Array 


ディスクアレイに既に作成済みの論理ドライブの情報を示します。詳細は 2.7 Logical Drive 
Management を参照してくださし、。 


—— |f1ain henu| - 1 

Contr I — I Disk Array Management 卜 


Physi 

Disk 

Logic 

Spare 

Backg 

Event 

Time 

Misce 


)isk Array Info and Setting I- 


Logical Drives in the Disk Array[ 


Logic&l Drive Name 
LogicalDfi り el 


Capacity 
92.88 GB 


Previous 



Status 

OK 
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■ Start Manual Rebuild 

手動で U ビルドを実行し、ディスクアレイを修復します。 S ねけ Manual Rebuild は 
IJ ビルドの巧象ディスクアレイに構成されている論理ドライブのステータスが Critical の揚含のみ 
表示されます。マニュアルリビルドにより、 HDD を交換することなくディスクアレイの修復び'可能 
となります。 

なお、障害び発生した HDD を巧き、別の新しい HDD を挿しに場含には、 

自動的 I こ U ビルドが開始されます。（オート U ビルド） 



① Source Sequence Number と質 Target Phvsi 
ることでマニュアル U ビルドが実行されます。 


Drive ID を指をし 、 Start Manual Rebuild を選択す 


^①，質の値は(下の 「Physical Drive Information 」 で参照することができます。 

「Main Menu 」 の 「Physical Drive Management 」 で U ビルドさせたい HDD(Status が Dead) を 
選択、 Enter キーを押して 「Physical Drive Information 」 を表示させます。 


~ iMai 
Contr 
Physi 
Disk 
Logic 
Spare 
Backg 
Event 
Time 
Misce 


ttenul- 


Physical Drive Management 
D i Model Name 


1! SEAGATE ST 9146803 SS 


I SEAGATE ST 9146803 SS 

3 i SEAGATE ST 9146803 SS 

4 I SEAGATE ST 9146803 SS 
1291 S 巧日 00630 MS 

130 i ST 950063 GMS 
1311 ST 9500630 MS 
1321 SEAGATE ST 9146803 SS 

Return to Previous Menu 


1 Capacitu 

Status 

1 33.74 GB 

1 Dead 

1 33.74 GB 

OK 

! 33.74 GB 

OK 

i 33.74 GB 

OK 

i 465.63 GB 

OK 

1 465.63 GB 

OK 

1 465.63 GB 

OK 

! 33.74 GB 

OK 


■ 




^Physical Driw Informat 
Physical Drive ID : 1 I 
Model Number : SEA し 

Serial Number : 3SD1 

Firmware Uersion : MOOS 

Drive Interface : SAS 

Protocol : SPC- 

Capacity : 33.7 

Location : Enel 

Configuration : Arr& 

Status : Dead 


質 Target Physical Drive ID 


1 

A し • ■•一 U • J A AU り一 

3SD177HZ 00009006 ULT0 
MOOS 

SAS 6Gb/s 
SPC-3 
33,74 GB 
Enel1 Slot 1 
Array 0 SeqNo 0 | 

Dead 


① Source Sequence Number 


Clear Status 
Force disk to online 


Return to Previous nenul 
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※前記の例では ① Source Sequence Number び「0 」、② Target Physical Drive ID び「1」と 
なります。 


■ Save Setting 

文字の色び白になっている項目じついては、その場での変更び巧能です。グレーの部分は変更でき 
ません。項目を変更する際には項目までカーソルを持っていき、 Enter キーで入力可能なが態となり 
ます。設定を変更した後 、 Save Se 比 ng を選択することで、変更び反映されます。 

■ Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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2-7. Logical Drive Management 

[Main Menu ] から [Logical Drive Management ] を選択すると(下の画面が表示されます。この画面では、論理 
ドライブの作成や削陈を巧うことができます 



■ ID 

論理ドライブ番号を表示します。 

■ Loaical Drive Name 

論理ドライブ作成時に設定した論理ドライブ名を表示します。 

■ Capacitv 

容量を表示します。 

■ Status 

ステータスを 表示し ます。 


Status 

説明 

OK 

スンラインが態です。論理ドライブび正甫じ動作しています。 

Degrade 

デヴレード化態です。 RAID 6 の論理ドライブで1台の HDD びオフラインとなっ 
ています。論理ドライブに冗長性びあり、運用の継続ち可能です。さらに1台 
HDD び巧障してち運用継続可能ですび、早急に復旧することをお奨めいたしま 
す。 

Critical 

縮退が態です。 RAID 1, RAIDS , RAID 10 では台の HDD び、 RAID 6 では2台の 
HDD びオフラインとなっています。運用の継続はできますび、論理ドライブじ 
冗長性びなくなっているため早急に復旧する必要びあります。このが態で化の 
HDD び故障すると、運用び繩続できなくなります。 

Offline 

スフライン!!犬態です。 RAID 0 では"]台 L 乂上、 RAID 1,5,10 では2台1ソ上 RAID 6 
では3台 U •(上の HDD びスフラインになっています。論理ドライブびすフライ 
ンじなると、データ処理びでさなくなります。 

Initial 

論理ドライブび初期化されている化態です。 

Redun.Chk 

論理ドライブじ巧して整合性チてック ( URU でのみ実行巧)び実行されています。 



I 」ビルド実行中は、ディスクアレイのステータス I こその旨表示され、 

論理ドライブの ステータスは Critical となります。 

このとさディスクアレイのステータスは Rebuild となり、 IJ ビルド完了まで論理ドラ 
イフの作成はでさません。 


ヒント 
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■ Create Logical Drive 

論理ドライブを作成する場合に選がします。詳ししげ順は「3-3.論理ドライブの作成」を参照して 
くださし、。 

■ Delete Loaical Drive 

論理ドライブを削除する場含に選択します。詳ししげ順は「4.論理ドライブの削除」を参照してく 
ださし、。 


また、既存の論理ドライブを選択し < Ente 「> キーを押下することによって、より詳細な情報を確認することび 
でき剖 Logical Drive Info and Setting ] 画面を表おすることができます。 


—— |Main Menu| - 1 

Contr I—I Logical Driw Managementf 
ID J Logical Driw Marne 
0 ~ 


Physi 

Disk 

Logic 


Backg 
Ewn も 
Time 
Misce 


Cre 

Del 

Ret 


—— I Logical Drive Info a 
Logical Driw ID 
Logical Dfiw Name : 
Capacity 
RAID Level 
Stripe Size 
Sector Size 
Write Cache Policy : 
Read Cache Policy 
Disk Array ID 
Status 

Initialization Start 
Save Setting 


Capacity I Status 


dud Setting I - 

0 

LogicalDrivel 
9Z.88GB 
RAID 日 
128 KB 
512 Bytes 
Write Back 
Read Ahead 
0 
OK 



■ Logical Drive ID 

論理ドライブ番号を表示します。 


■ Loaical Drive Name 

論理ドライブ作成時に設定した論理ドライブ名を表示します。その揚での変更び'巧能です。 

■ Capacity 
容量を表示します。 

■ RAID Level 


RAID レベルを表示します。 

■ Stripe Size 

Stripe Size を表示します。 

■ Sector Size 

Sector Size を表术します。 

■ Write Cache Policy 

Write Cache の設定を表示します。その揚での変更が巧能です。 
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■ Read Cache Policy 

Read Cache の設定を表おします。その揚での変更び'巧能です。 

■ Disk Array ID 

この論理ドライブびを在するディスクアレイ番号をおします。 

■ Status 

ステータスを表示します。 

■ Initialization Start 

論理ドライブに巧して初期化を実施します。初期化はフルイニシャライブとクイックイニシャライ 
ブの実行び巧能です。 Initialization を選択した後、フルイニシャライブは" F " を、クイックイニシャ 
ライブは" Q " を選択し、実行してください。（キャンセルする場合は" C ") 

既に初期化中の場合、げりりに Initialization Stop と表示され、初期化を停止することびできます。 

■ Save Setting 

画面ので文字び白になっている項目はその場で変更び巧能です。 

変更を加えた後、 SaveSe 比 ng を選巧し変更をち効にします。 
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2-8. Spare Drive Management 

[Main Menu ] から [Spare Drive Management ] を選択するとじ(下の画面び表示されます。この画面では、ディ 
スクアレイに巧して巧ットスペアディスク(す備ディスク)を作成することびできます。巧ットスペアディスク 
はディスクアレイに障害び発生した際に自動で I 」ビルドを開始し、縮退運転からの早期回復を実現する機能 
です。また、作成済みの巧ットスペアディスクはリストで表示され、設定の確認ゆ変更を行ラことちでさま 
す。 



■ ID 

接続されている HDD の ID を表示します。 

N 8103-134 は Port 1 〜4, Port 129 〜132、 N 8103-135 は Port 1 〜12, Port 129 〜140び表示されます。 

■ Model Name 

製造べンダのモデル名を表示します。 

■ Capacity 

容量を表示します。 

■ Status 

ステータスを表示します。表示されるステータスの種類は 、 Physical Drive Management と同じです。 

■ Assign Spare Drive 

ディスクアレイに細み込まれていない未使用の HDD を巧ットスペアディスクに設定します。 

■ Delete Selected Spare Drive 

作成済みの巧ットスペアディスクを削除します。 

■ Return to Previous Menu 

前画面 I こ戻ります。 
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巧ットスペアディスクび'設定されていない揚含、 IJ スト I こは何ち表示されません。ホットスペアディ 
スクを新たに設定する場含には 、 Assign Spare Drive を選択します。 


— [Main 
Contr 
Phusi 
Disk 
Logic 
Spare 
Backg 
Event 



Time 
Mi see 



Next Step 

Return to Previous Menu 



リスト I こは巧ットスペアディスクとして設定可能な HDD が表示されます。設定び'可能な HDD はあら 
かじめディスクアレイに構成されていない Status び' 0 K である未使用の HDD となります。ホットス 
ペアディスクに設定したい HDD を選択し、次に進んでくださし、。 


— |Main 
Contr 
Physi 
Disk 
Logic 
Spare 
Backg 
Ewnt 
Time 
hisce 


Menu 卜 


端 


hanagement と 


lare Drive 


Assign Spare Drive| — (Step 2/2)- 


PD ID 

Rewrtible 
Spare Type 


1 巧 
No 

Global 


Save Configuration 



■ PD ID 

市ットスペアディスクに設定する HDD の ID を表示します。 

■ Revertible 

Revertible 巧ットスペアディスクを作成するひ選おび巧能です。 
本機能を利用して/卞ットスペアを作成する際には 

Revertible は必ず No じ設定してくださし、。 
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■ Spare Type 

东ットスペアディスクのディスクアレイに巧する適用範囲を選択で言ます。 

Global を選択した揚合、全てのディスクアレイに巧して巧ットスペアディスクとして機能します。 

Dedicated を選択した場合、指定したディスクアレイにのみ巧ットスペアディスクとして機能しま 
す。 

スペアディスクは、スペアを設定したデバイスと同様のデバイスで構成されたディスクアレイに巧 
してのみち巧となります。 


また 、 Spare Drive Management 画面 I こ設定された市ットスペアディスクび表示されます。 


- {Assign Spare Driw| —— (Step 2/2) 

PD ID こ 129 

Revertible : Mo 

Spare Type : 


ID ! Disk Array Marne 

1 Capacity 

1 Status 

0 ! DiskArrayl 

1 92.88GB 

i OK 

1 i DiskArrayZ 

1 67.50GB 

! OK 


力ーソルを巧ットスペアディスクじ合わせ、 I 」夕ーンキーを巧すと 「Spare Drive Info and Setting 」 画面 
び表示されます。この画面上でも Revertible 及び Spare Type び変更できます 。 Save Configuration で設 
定を保存でさます。 

f — ~^ Revertible スペアは本製品ではヴポートされておりません。 

ぶ 必ず No で使用して < ださし、。 


重要 
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2-9. Background Activity 

[Main Menu ] から [Background Activity ] を選択すると(下の画面が表示されます。この画面では、論理ドライ 
ブに巧するバックグラウンドタスク (IJ ビルドや初期化など)の進掉状況を確認することができます。 


— |Main MenuJ 
Contr 


Physi 

Disk 

Logic 

Spare 

Backg 

Ewnt 

Time 

Misce 


—— [Background Activity Management 
Device I Type 
LD 01 Rebuild 



■ Device 

既存の論理ドライブを表示します。 


■ Type 

実行中のバックグラウンドタスクの種類を表示します。 


Type 

説明 

Rebuild 

ij ビルド実行中か、一時停止が態を示します。 

Md . Patrol 

パト□-ルリード実行中ひ、一時停止化態を示します。 

Initial 

初期化中な、一時停止が態を示します。 

Redun.Chk 

整合1住チてック実行中か、一時停止が態を示します。 


■ Status 

バックグラウンドタスクの実行が態を表示します。 


Status 

説明 

OK 

論理ドライブびスンラインであることを意味します。 

バックグラウンドタスクは実行されていない！1犬態です。 

Running 

Type じ表示されているパックグランドタスクが実行中であることを 
意昧します。 

Paused 

Type じ表示されているバックグランドタスクび 
一時停止状態であることを意なします。 

Queued 

バックグラウンドタスクびキュ ー( 待ち状態)じあることを示します。 


■ % 

バックグラウンドタスクの進强が況を(％)で表示します。 
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— [Events 
Select 
SeqHo1 
0 1 


: Log I - 

Location ： RAM 
Device 
Ctrl1 
SEP 1 Enc 1 
BAT 1 Enc 1 
BAT 1 Enc 1 
PD 1 
PD 2 
DA 0 
LD 0 


Description 
The system is started 
SEP is found 
The write poHcy of 
Batxery is not present 
Physical Disk is marked online 
Physical Disk is marked online 
Neu disk array has been created 
A neu Logical drive has been 
001/014 Next Page 


Clear All Event Log 



2-10. Event Log 


バックグラウンドタスクの開始時、進行中、終了時など、あるイベントが発生すると自動的に Event Log に 
情報が記録されていきます 。 Event Log 画面では RAM 情報の他 I こ NvRAM 情報の確認が巧能です。□グを消 
ちする場含には Clear All Event Log を選択してくださし、 


— |nain Menuf 
Contr 
Physi 
Disk 


冷 


ヒント 


初期化等のバックグラウンドタスクは10%完了するごとに進行中の □ ヴび登録され 
ます。バックグラウンドタスクび完了した時点で10個の同一巧容のイベントび登録 
されますび異窜ではありません。 


イベントの詳細な情報を表示させる場合、そのイベント I こカーソルを合わせ、 Enter キーを巧すと 、 Event 
Information 画面び表示されます。 


— |tiain 
Contr 


Menu I - 

— I Events 


Select Location : RAM 

SeqNo I Device I Description 



Sequence Number 

シーヴンス番号を表示します。 

Device 


—— jEwnt Information| - 

Sequence Number : ク 

Device : LD 0 _ 

Severity : info 

Time Stamp : Fri No り 2712:40:24 2009 

Description : A neu togic&l driw has been created 


2 3 4 已 6 7 


イベントの発生したデバイスを表示します。 
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■ Severity 

イベント種別を表示します。 

■ Time Stamp 

イベントの実施曰時を表おします。 

■ Description 

イベントの実行の容を表おします。 
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2-11. Time Sync 



Time Zone の変更びできます。通苦は使用しません。 

Time Zone を変える場合には、 Current Time Zone に力ーソルを合わせ、「一」または「+」を巧します。 
変更をセーブするじは 「SyncTime With Embedded Site 」 を選択します。 
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2-12. Miscellaneous 


— I Miscellaneousf - 

SAS READY LED ON 

If set to ON ， uhen not processing a command ， 
assert the READY LED signal continuously. 
SGPIO Backplane [Generic] 

Buzzer Disable 

NCQ Setting Enable 

Auto - 肺 to dead Disk : Disable 

Spin-up delay : 0 seconds ( -/+ Adjust ) 

AdaptWriteBack Cache : Enable 


Return to Previous Menu 


RAID コント□ーラの各種設定び変更でさます。ブヴーを鳴らすかど〇か設定でさます。 
その化の項目の値は変更しないよラにして < ださし、。 


■ SAS Ready LED 


N 8103-134 のデフ3ルト値は ON です。 ON のまま使用してくださし、。 


N 8103 -135 のデフ3ルト値は OFF です。 OFF のまま使用してくださし、。 


■ SGPIO Backplane 

変更でさません。 Generic と表示されます。 

■ Buzzer 

Enable にした場合、異甫発生時にブヴーび鳴ります。 Disable の場合一切ブザーを鳴らしません。 

■ NCQ Setting 

デフスルト値のまま Enable 使用してくださし、。 

■ Auto RB to dead Disk 

HDD び縮退した場合 I こ自動で U ビルドを実行する設定です。デフォルト値のまま使用して < ださし、。 

■ Spin-up delay 

RAID コント□ーラを複数枚実装する場合、2枚目 L ソ降の RAID コント□ーラ配下の HDD の Spin up 
を遅らせる機能です。2枚目し乂降の RAID コント□ーラを実装した場合でちデフ3ルト値の0秒の 
まま使用して<ださし、。 

■ Adaptive WriteBack Cache 

デフ3ルト値のまま Enable で使用してください。バッテリのが態じよって Write Back と Write 
Though を自動的に切り曽えます。 
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2-13 - SuperBuild Utility の終了 

1.< Esc > キーを数回押し [Main Menu ] 画面まで戻ります。 

2- [Main Menu ] の表示画面で < F 10> キーを押すと、画面左下(こ終了確認の;ッセージが表示されます。 


Kxit Configuration Utility? [Y] 


3. SuperBuild U 川 ity を終了させる場合は、 < Y > キーを巧して本体装置を再起動させるか、電源を OFF に 
してください。終了させない場合は、 < Y > キーじ(外のキード Es にキーなど)を巧してキャンセルして 
くださし、。 
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3.RAID システムの構築 


RAID システムの構築手順について説日月します。本手順ではホットスペアディスクの設定については記述して 
いません。巧ットスペアディスクの設定手順については、 2-8. Spare Drive Management を参照してください。 


3-1. RAID システム構築作業 フロー 


参の iskArrav Managemen 口 
^[Delete Selected Disk Arrav ] 

「4. RAID システ厶の削除」参照 


RIAD システ厶の作成開始 

、 

f 

SuperBuild Utility の起動 

\ 

f 



RAID コント□ーラが2枚 L ソ上^ 
実装されている揚合は、 

参 [Controller Selection ] で RAID 
システ厶を構築する RAID コン 
卜□ーラを選択してくださし、。 


[Disk Array Managemen 口 
[Create Disk Array ] 

参照 




f 

論理ドライブの作成 




論理ドライブじ巧する 
初期化の実施 


参 [Logical Drive Managemen 口 
一 [Logical Drive Info and Setting ! 
「3-4. 論理ドライブ I こ対する初 
期化の実施方法」参照 


\/ 


本体装置の再起動 


V 


RIAD システ厶の構築ち了 


"Logical Drive Management ] 
^[Create Logical Drive ] 

(Step 1/2) 

1) ディスクアレイの状態確認 

2) ディスクアレイの選択 
(Step 2/2) 

1) 論理ドライブ名の設を 

2) RAID レベルの設を 

3) 容量の設定 

4) (ストライプサイズの設巧） 

5) (ライトキャッシュの設定） 

6) (リードキャッシュの設巧） 
「3-3.論理ドライブの作成」参照 
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3-2 . ディスクアレイの作成方法 


1 , 

2 . 


[Main Menu ] で [DiskArray Management ] を選択します。 


IJ ストに表示がある場含、既にディスクアレイがを在します。 U ストに表示の無い揚含または追加 
でディスクアレイを作成する場含 I こは、矢印キー< !><| >でに reate Disk Array ] にカーソルを含む 
せ < Ente 「> キーを押し次 I こ進みます。 


I~ TDisk Hrray ncmagement^ 
Disk Array Name 


Capacity 


Status 


Delete Selected Disk Arrays 
Return to Previous Menu 


3. ディスクアレイに使用可能な HDD び ij ストで表示されます。ディスクアレイに構成させるをての 
HDD をスぺースで選択し 、 [Save Configuration ] でディスクアレイを作成します。 


— iMain 
Contr 
Phusi 
Disk 
Logic 
Spare 
Backg 
Ewnt 
Time 
hisce 



Arrau Management 卜 


ID ； Model Name 

Capacity 

! Status 

1 1 

! SEAGATE ST 9146803 SS i 

1 33.74 GB 

I OK 1 

2 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

1 OK 

3 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

； OK 

4 

SEAGATE ST 9146803 SS 

33.74 GB 

1 OK 

129 

ST 9500530 NS 

465.63 GB 

1 OK 

130 

ST 950063 QMS 

465.63 GB 

1 OK 

131 

ST 9500530 MS 

465.63 GB 

i OK 

132 

SEAGATE ST9H6803SS 

33.74 GB 

1 OK 


Save Configuration 
Return to Previous Menu 


I 
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国 


重要 


接続中の HDD び表示されない揚合には U •(下の点をご確認ください。 

-増設ケージを使用している揚合、本製品とケージび巧属のケーブルで正し<接 
続されているか 

■ HDD びホットスペアディスクに設定されていないか。 

(すめホットスペアディスクじ設をされている揚合、表示されません。 HDD び 
ホットスペアディスクひどうか確認する揚合じは 、 Spare Drive Management 画 
面を参照して < ださし、。 

また、ご使用の HDDI こついては li (下の点をご確認<ださい。 

-複数の種類の HDD を使巧する揚合、構築するディスクアレイのは同一種類、容 
量の HDD を使用して構成して < ださい。 

-新品の HDD 、あるいは保守交換用の HDD を接続した揚合で、 rs ね山 S 」 び rOK 」 
になっていない揚合は、保守サービス会なかお買い巧めの販売店にご連絡<だ 
さし、。 
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3-3 -論理ドライブの作成方法 

1. [Main Menu ] で [Logical Drive Manaaement ] を選択します。 
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3. 作成済みのディスクアレイび I 」ストで表示されます。論理ドライブを作成するディスクアレイのス 
テータスび 0 K であることび確認できましたら、 Space キーで選おし 、 [Next Stert でかに進んでく 
ださし、。 

リストにディスクアレイの表示び無い場合、ディスクアレイび存だしないので、 [3-2 .ディスクアレ 
イの作成]を参照し、ディスクアレイの作成を行ってくださし、。 


—| [Create Logical Drive] - (Step 2/2)]- 
Disk Array ID : 0 

Capacity (Free) : 133 GB 


Logical Drive Mame 
RAID Lewi 
Capacity 
Stripe Size 
Sector Size 
Write Cache Pol icy 
Read Cache Pol icy 


Saw Conf iguration 


eturn to Previous Menu 


LogicalDrivel 
齡 ID 0 

0 GB ( 0：Auto ) 

128KB 

日 12 Bytes 

Urite Back 

Read Ahead 


4 -論理ドライブ作成に必要な各種設定を巧います。 


設定項目 

デフ牙ルト設定 

備考 

Disk Array ID 

X 

変更不可 

Capacity ( Free ) 

xxxxxx GB 

使用可能な最大領域。変更不可 

Logical Drive Name 


半角英数字 

RAID Level 

RAIDO 

RAID 0/ RAID 1/ RAID 5/ RAID 6/ RAID 10/ RAID 50 

Capacity 

0 GB (最大） 

最ル値 1 GB ,0 GB とした揚合は最大値 

Stripe Size 

128 KB 

64 KB /128 KB /256 KB /512 KB /1024 KB 

Sector Size 

512 Bytes 

変更不可 

Write Cache Policy 

Write Back 

Write Back/Write Through 

Read Cache Policy 

Read Ahead 

No Cache / Read Cache / Read ahead 


■ Disk Array ID 

作成されるディスクアレイ番号です。変更で言ません。 

■ Capacity(Free) 

論理ドライブに使用可能な最大領域び表示されます。選択したディスクアレイ及び RAID レベルに 
よってミ央まる値で、変更はでさません。 

■ Loaical Drive Name 

作成する論理ドライブに任意の名称を設定します。使用可能な文字は、半角英数字です。 

■ RAID Level 

RAID レベルを設定します。デフォルト値は RAID 0 です。 

目的に合わせて RAID レベルを選巧してくださし、。 

■ Capacity 

論理ドライブの容量を設定します。 Capacity ( Free ) の値を越えない値を半角数字で入力します。デ 
フ3ルト値の 0 GB とした揚合、使用可能な最大容量び設定されます。また、設定可能な最ル値は 
1 GB です。 


















stripe Size 

ストライピングを巧う際のデータお割の単位です。 128 KB での使巧を推奨します。 

Sector Size 

選択したディスクアレイのセクタ容量び表示されます。変更はできません。 

Write Cache Policy 

RAID コント□—ラの 「Write Cache 」 のモードを設定します。 


Cache Mode 

説明 

Write Back 
(デフオルト設を） 

本製品上のキャッシュメモリじ一旦データを書さ込み、その 
キャッシュメモI」のデータを元に HDD へデータの書さ込みを行 
ラ非同期の制御方瓦です。煌設バッテI」の有無じひかわらず 「Write 
Back」 設をび巧能です。 

「Write Through」 よりアクセス性能び向上しますび、電源瞬断な 
どの不慮の事故び発生した際に、データを損失する危検性びあり 
ますので rWrite Back」 でご使巧される揚合はバッテリの使用を巧 
奨します。 

Write Through 

本製品上のキャッシュメモ IJ と HDD の両方にデータの書き込み 
を行ラ制御方式です。一般的に 「Write Back」 よりアクセス性能は 
劣ります。 


Read Cache Policy 


Cache Mode 

説明 

No Cache 

読み込み時にキャッシュを使巧しません。 

Read Cache 

読み&み時にキャッシュを使用し、読み込み性能を向上させます。 

Read Ahead 
(デフォルト設を） 

Read 要巧び発をする前に次のデータをすめキャッシュじ読み込 
んでおくことで性能を向上させます。 Read Cache より性能の向上 
び期待できる設定です。 


設定が完了しにら、力ーソルを Save Configuration I こ含た)せて < Ente 「> キーを押し、構成情報を保を 
します。 


構成情報の保をが終わると 、 [Logical Drive Management ] 画面に戻ります。作成した論理ドライブの 
ステータスを確認します。続けて論理ドライブを作成する場含は 、 [Create Logical Drive ] を選択し同 
様に2項〜-5頂の手順を実施します。 


I- 1 Logical Drive Management]- 

み 


Logical Drive flame 

Capacity 

LogicalDrivei 

139.32GB 


Status 

OK 


reate Logical Drive 


Delete Selected Logical Drives 
Return to Previous Menu 


論理ドライブの設定が完了したら 、 SuperBuild Utility を終了させて、本体装置を再起動させてくだ 
さし、。 
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8. POST で LM 下の画面び表示されますので、作成したディスクアレイ及び 論理 ドライブ数に誤りの無 
いこと、また Critical や Offline などのエラーメッセージび表示されていないことを確認してくださ 
い。 


例 ： HDD 8台で RAIDS 構成の論理ドライブ(正南な化態) 


MiperTrak EX SAS 6G RAID Controller BIOS Uersion 5.0.70.49 UPD(O0.00) 
(c) 2009 Promise Technology, Inc. All rights reserwd. 

Summciry of Controller 1 : ST EX8760T-512 
^ Single Image Uersion : 5.0.70.51 

► Number of Physical De り： 8 

► Number of Disk Array :1 
卜 Number of Logical De り ： 1 


Press <Ctrl> + <S> to enter SuperBuiId (tm) Configuration Utility 
Press <Esc> or <Space> to continue _ 


例： HDDS 台でディスクアレイび 2 つ、論理ドライブび2つ作成されたが態。 
但し、 Critical , Offline と正常でないが態の論理ドライブびを巧する。 


SuperTrak EX SAS 6G RAID 

Controller BI 胎 Uersion 5.0.70.49 UPD (00.00) 

(c) 2009 Promise Technology, Inc. All rights 

reserwd ， 

Summary of Controller 1 

: ST EXB76OT-512 


► Single Image Uersion 

: 5.0.70.51 


► Number of Physical Deu 

: 8 


► Number of Disk Array 

: 2 


► Number of Logical Dev 

: 2 ► Critical： 1 

► Offline：1 

Process JustliiCASE (Press 

Esc to skip).. 
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3-4. 論理ドライブに対する初期化の実施方法 

論理ドライブを新規に作成した揚含、論理ドライブに対して初期化を実施しなければなりません。政下の手 
順に従って必ず論理ドライブの初期化を実施するよ51こしてくださし、。 

[Main Menu] から [Logical Drive Management] を選択します。前項で作成した論理ドライブび U ス I —覧 I こ表 
示されますので、カーソルを含わせ、 Enter キーを押します。 


— |hain Menu | - 1 

Contr I — I Logical Drive Management \ 
Physi ID I Logical Driw Name 
Disk 0 - 


Logic 

Spare 

Backg 

Ewnt 

Time 

Misce 


Capacity 


Status 


Cre 

Del 

Ret 


—— I Logical Drive Info 
Logical Drive ID 
Logical Drive Name 
Capacity 
RAID Level 
Stripe Size 
Sector Size 
Write Cache Policy 
Read Cache Policy 
Disk Array ID 
Status 


and Setting| - 

0 

LogicalDrivel 

1GB 

RAID 0 
• に 8 KB 
5 に Bytes 
Write Back 
Read Ahead 
0 
OK 


Saw Setting 

Return to Previous Menu 


上図の [Logical Drive Info and Setting] び開きます。画面下方 [Initialization Start] に力ーソルを合わせて Enter 
キーを巧します。 

巧期化はフルイニシャライスとクイックイニシャライブの実行び巧能です。 Initializations ね rt を選おした後、 
フルイニシャライブは" F " を、クイックイニシャライブは" Q " を選択し、実行してください。（キャンセルする 
場合は" C ") 

クイックイニシャライブの揚合、 RAID 情報などご<一部の領域のみを初期化しますので、作成した論理ドラ 
イブの領域じよらず、ご<わずかな時間での初期化び巧能です。 

フルイニシャライブの揚合、作成した論巧ドライブ全体を初期化できますび、論理ドライブ容量によっては 
時間びかかることびございます。 

また、既に初期化中の揚合、巧わりじ Initialization Stop と表示されます。 Initialization Stop を選択した場合、 
初期化を停止することびでさます。 
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4.RAID システムの削除 


RAID システムの削除手順について説日月します。 L ソ下は論理ドライブの削除手順となりますび、ディスクアレ 
イの削除手順ち同様となります。 

園 


重要 


- li (下の手順と同様の手順でディスクアレイを削除した揚合、ディスクアレイに 
巧して作成されていた論理ドライブびをて削除されてしまいます。ディスクア 
レイや論理ドライブの削除を実施する前には、あ6かじめ重要なデータびない 
かごお認の上、必要なデータはバックアップを取るなどしてから実施するよラ 
ごを意 < ださい。 


4-1. 論理ドライブの削除方法 

1 .SuperBuild utility を起動します。 

2. [Main Menu ] で [Logical Drive Managemen 口を選択します。 

3. 削除する論理ドライブにカーソルを合わせ、 < Space > キーを巧します。選巧した論理ドライブの ID 
の前に「*」び表示され、文字び黄色に変わります。 



冷 

ヒント 


複数の論理ドライブを選択することちできます。 


4. 力ーソルを [Delete Selected Logical Drive ] に合わせ < Enter > キーを巧すと、画面だ下に巧認のメッ 
セージび表示されるので、削除する場合は < Y > キーを巧してください。削除しない場合は、 < Y > キー 
L 乂外のキード Esc > キーなど)を押してキャンセルしてください。 


are about to delete selected de リ ices. Proceed? [Yj 


5 - [Logical Drive Management ] 画面から、巧象の論理ドライブが無くなれば削除完了です。 

















64 


第 6 章 RAID システム管理ユーティリティ 


オペレーティングシステ厶起動後、 RAID システ厶のコンフィグレーション、および管理、監視を行〇1こは 
『Universal RAID U 川 ityj ] を使用します。また、 『 ESMPRO / ServerAgentJ ] をインストールすると、 
ESMPRO / ServerManager のデータビューアで、 RAID システ厶の監視を行うこともできます。 


ここでは Universal RAID U 川か、 ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent、SuperBuild U 川 ity をが用するじ 
あたって、留意すべさ点について説日月します。 


1•用語の違いについて 


URU 、 データビューア 、 SuperBuild Utility は、使用している巧語 I こ差分があります。 URU 、 データビューア、 
SuperBuild Utility を併用すると夏は、じ(下の表を元じ巧語を読み替えてくださし、。 


SuperBuild Utility 

URU 

データビューア 

RAID ビューア 

raidcmd 

Controller 

RAID コント□-ラ 

RAID Controller 

ディスクアレイコント□-ラ 

Disk Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

(表示しません） 

Logical Drive 

論理ドライブ 

Logical Drive 

論理デバイス 

Physical Drive 

物理デパイス 

Physical Device 

物理デバイス 


2■構成情報の識別 

RAID システムの構成要素を識別するための管 i 里番号は、それぞれのユーティ I 」ティ、アプ IJ クーシヨンで表 
示び異なります。 L 乂下の巧容を巧認して、それぞれの構成要素を識別して<ださい。 

2-1. 管理香号の表示形式 

SuperBuild Utility i ： URU 、 データビューアの管理番号の表おお式をじ(下じ記述します。 


項目 

管理番号 

SuperBuild Utility 

URU 

データビューア 

RAID コント□-ラ 

1から始まる数字 

1から始まる数字 

1から始まる数字 

ディスクアレイ 

0から始まる数字 

1な6始まる数字 

(表示しません） 

論理ドライブ 

0から始まる数字 

1な6始まる数字 

1ひら5台まる数字 

物理デパイス 

1から始まる数字 

1なら始まる数字 

1から始まる数字 
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2-2. 管理香号の参照方法 

管理番号は L ソ下の手順で参照でさます。 


■ RAID コント□ーラ 


SuperBuild Utility 

[Controller Selection] の選択されている RAID コントローラの番号を参照します。 

URU 

RAID ビューァ 

RAID コントローラのプロバテイの[番号]を参照します。 

raidcmd 

RAID コントローラのプロバテイの [RAID Controller #X] を参照します。 

データビューア 

ツリーの RAID コントローラのノードに表示してし、る番号を参照します。 RAID コント 
口ーラを複数接続していない場合、香号を表示しません。 


■ ディスクアレイ 


SuperBuild Utility 

[Disk Array Management] の [ID] を参照します。 

URU 

RAID ビューァ 

ディスウアレイのプロパティの[番号]を参照します。 

raidcmd 

ディスウアレイのプロバティ训 RAID Controller #X Disk Array #Y] を参照します。 

データビューア 

表示しません。 


■ 論理ドライブ 


SuperBuild Utility 

[Logical Drive Management] の [ID] を参照します。 

URU 

RAID ビューァ 

論理ドライブのプロパティの[番号]を参照しまず。 

raidcmd 

論理ドライプのプロパティの [RAID Controller #X Logical Drive #丫]を参照しま 
す。 

データビューア 

ツリーの論理ドライブのノードをウリツウし、ちペインの[論理デバイス ID] を参照しま 
ず。 


■ 物理デバイス 


SuperBuild Utility 

[Physical Drive Management] の [ID] を参照しまず。 

URU 

RAID ビューァ 

物理デバイスのプロパティの[番号]を参照します。 

raidcmd 

物理デバイスのプロバティの [RAID Controller #X Physical Drive #Y] を参照しま 
す。 

データビューア 

ツリーの物理デバイスのノードをウリツウし、ちペインの[ディスク ID] を参照します。 

[ディスウ ID] は、 XX-YY のお式で表示します。 

XXの部分が物理デバイスの管理番号です。 



論理ドライブを作成すると、論理ドライブの作成に使巧した物理デバイスは[作成し 
た論理ドライブの個劉+ [未使用領域の個数](こ分割され、データビューアのツ IJ- 
じ表示します。物理デバイスのノードのちペインじは、分割したそれぞれの領域の 
情報を表示します。また、ちペインには[ディスク ID] を XX-YY のお武で表示してい 
ます。この YY の部分び分割した領域の番号となります。 


ヒント 






























第 7 章運用■保守 


1-保守サーピス 


保守サービスは弊社または弊社び認定した保守サービス会社によってのみ実施されますので、紳正部品の使 
用はちちろんのこと、技術力 I こおいてちごを略の上、ご都合にあわせてご巧用いただけます。 

なお、お客さまび保守サービスをお受けじなる際のご相談は、蝶な営業担当またはげ理店で承っておのます 
のでご利用ください。 


2.予防保守 


2-1. データのバックアップ 

巧び一の場合に備え、定期的じ HDD ののデータをバックアップすることをお奨めします。 
データのバックアップじついては、本体装置のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 


2-2. パトロールリード/整合性チ： L ックによる予防保守 

HDD の後発不良に巧する子巧保守として、パト□ール I 」ードゆ整合性チェックを定期的に実施することをお 
奨めします。これらの機能じより、 HDD の後発不良を早期に発見し修復することびできます。パト□ール IJ 一 
ドは、 URU をインス I 'ールすることで週に1回実施するよ5じ設定します。 

パト□-ルリードと整合性チェックの詳しい機能じついては、「第3章本製品の機能について」を参照して 
<ださし、。 



、 イ 

チェック 


■ バト□-ルリードや整合性チェックを実施するためじは、 URU び必要です。 

-論理ドライブを作成していない HDD や、ホットスペアディスクを設定していない 
HDD じ巧してバト□-ルリードは動作しません。バト□-ルリードを実施するた 
めじは、論理ドライブを作成するひ、ホットスペアディスクじ設定する必要びあり 
ます。 
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3 -保守機能について 

本製品でしソ下の保守機能をサポートしています。 

■ Configuration on Disk ( COD ) 機能 

■ I 」ビルド機能 

■ クリティカルブート機能 


3-1. Configuration on Disk ( COD ) 機能 

Configuration on Disk ( COD ) 機能は、コンフィグレーション情報を HDD 巧部に記録する機能です。この機能 
により、巧一 RAID コント□ーラび故障し、 RAID コント□ーラの交換を行っても、コンフィグレーション情 
報び失われることはありません。 RAID コント□ーラ交換を、コンフィグレーション情報を HDD から読み込 
み、正雷に動作させることび巧能です。 



チェック 


本製品はコンフイグレーシヨン信報を RAID コント□-ラのに保存しません。コン 
フイグレーシヨン情報は、すべて HDD 巧に記録/保をされます。 


3-2 •リビルド機能 

IJ ビルド機能は、 HDD に故障び発生した場合に、故障した HDD のデータを復旧させる機能です。 「 RAID 1」 
「 RAIDS 」、「 RAID 6」、「 RAID 10 丄 「 RAID 50」 など、冗長性のある論理ドライブ巧して実行することびでき 
ます。 


詳しくは「第3章.本製品の機能について」を参照して<ださし、。 


3-3 •クリティカルブート機能 

本製品は、本体装置の起動時 I こシステ厶ドライブを構成している HDD に異萬び発生し正萬に丽答しなかっ 
た場合、異苦となっている HDD を自動的に排他し、本体装置を起動させるクリティカルブート機能をサポー 
卜しています。 
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4 ■本製品の交換 

本製品を交換する際はし i (下の手順に従って < ださし、。 


本体装置の取りあいじついては、本体装置のユーヴース方イドを参照してください。 



チェック 


1. 本体装置の電源を OFF にして、電源コードをコンセントから巧きます。電源び ON になっている 
場合は、 0 S のシャットダウン赃理を行った後、本体装置の電源を OFF にして電源コードをコンセ 
ントから巧いてくださし、。 

2. 本体装置のサイドカバーゆ部品等を取り外します。 

3. 本製品に接続されているクーブル ( SAS クーブル、 LED クーブル)を取り外します。 

4. 本製品を固定しているネジを外し、本体装置から取り外します。 

5. 煌設バッテ IJ び接続されている揚合は、本製品か6増設バッテ I 」を取り外してください。取り外し 
た煌設バッテリは、「お買いホめの煌設バッテ IJ に付属のユーヴーブガイド」を参照し、交換後の 
ポードに接続してくださし、。 

6 . 交換用のボードを同じ PCI ス□ットに実装し、ネジで固定します。 

7. 手順3にて取り外したクーブルをすべて接続します。あらかじめ控えた接続構成に従い、クーブル 
の接続作業を行って < ださい。 

8. 手順2で取り外した本体装置のサイドカバーや部品等を取り巧けます。 

電源コードをコンセントに接続し、本体装置の電源を ON します。本体装置び正甫じ起動する事を 
確認して < ださし、。 


9 . 
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5 •トラブルシューテイング 

本製品を使巧した本体装置びうまく動作しないときゆ、 SuperBuild Utility . URU 、 およびデータビューアび 
正しく機能しないときはなの点について確認してください。また、該当する項目びあったときは、赃理方法 
に従った操作をしてください。 

■ OS をインス!'ールできない 

□ 論理ドライブを作成しましたか？ 

一 SuperBuild Utility を使って論理ドライブを作成してくださし、。 

□ 正しいドライバを使用しましたか？ 

一本製品添巧の rN 8103-1 34/135 RAID コント□-ラセットアップマニュアル」を再確認して 
くださし、。 

■ OS を起動でさなし、 

□ 本製品びまっすぐ奥まで PCI ス□ットに実装されていますか？ 

一正し<実装して<ださし、。 

□ 本製品を実装制限びある PCI ス□ットに実装していませんか？ 

一本体装置の実装制限を確認後、正しいス□ットに実装して<ださし、。 

上記の処置を実施してち解ミ夫しない場合は、 RAID コント□ーラの故障び考え6れます。契約されて 
いる保奇サービス会な、または購入された販売店へ連絡して<ださい。 

□ HDD び煌設巧 HDD クージの奥まで、しっかり実装されていますか？(増設用 HDD クージを使 
用している揚合） 

一正し<実装して<ださし、。 

□ SAS クーブルび正し<接続されていますか？(本製品との接続， HDD との接続，増設巧 HDD 
クージとの接続） 

-> 正し<接続して<ださし、。 

上記の処置を実施してち解ましない場合は、 HDD の故障び考えられます。契約されている保守サー 
ビス舍社、または購入された販売店へ連絡して<ださい。 

■ HDD び故障した 

一契約されている保守サービス合な、または購入された販売店へ連絡して<ださし、。 
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■ リビルドび実行でさなし、 

□ IJ ビルドする HDD の容量びかなくありませんか？ 

一故障した HDD と同じ容量の HDD を使用してくださし、。 

□ 論理ドライブの RAID レベルび、 RAID 0 ではありませんか？ 

一 RAID 0 じは巧長性びないため I 」ビルドびできません。故障した HDD を交換して、再度論巧 
ドライブを作成してください。 

□ URU の動作モードび正しく設定されていますか？ 

一 URU を使用して I 」ビルドを実行する場合、 URU の動作モードをアドバンストモードに設定 
する必要びあります。詳しくは、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER のスンラインドキュメ 
ント 「Universal RAID Utility Ver 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してくださし、。 

本体装置び R 140 b -4 の揚合は、本製品添巧の 「 N 8103 -134/1 35 RAID Controller Management 
Software 」 CD のの 「Universal RAID Utility Ver 2.3 ユーヴーブガイド」を参照してくださし、。 

■ パト□ールリードび実行できない 

□ HDD のが態を確認して < ださし、 

一 RAID システ厶を構成していない HDD に巧しては、パト□ール IJ ー ドは実行できません。論 
理ドライブを作成するか、巧ットスペアディスクに設定してください。 

■ 整合性チ I ックび実行でさなし、 

□ 論理ドライブび縮退していませんか？ 

一故障している HDD を交換し、 I 」ビルドを実施してください。 

□ 論理ドライブの RAID レベルび、 RAID 0 ではありませんか？ 

一 RAID 0 には冗長性びないため整合性チェックびできません。 HDD のす防保守を行5場合は、 
パト□ール IJ ー ドを使用してくださし、。 

■ LED び点なしなし、 

□ LED クーブルび正し < 接続されていますか？ 

-> 正し<接続して<ださし、。 

□ 本体装置のジャンパ設定は正しいですか？ 

一本体装置のユーヴーブガイドを参照してジャンパを正しい位置に設定してください。 

■ 増設バッテリ認識されなし、 

□ 増設バッテリび正しく接続されていますか？ 

一正し<接続して<ださし、。 

□ 増設バッテリび巧電されていますか？ 

一を<巧電されていない場合に、増設バッテ I 」び認識されない場合びあります。本体装置の電 
源を10時間上お入した後で再起動し、再度巧認してくださし、。 

増設バッテリの使用上の問題点やご不日月な点につきましては、 N 81 03-1 36/137/140煌設バッテ U 
ユーヴーブガイドをがせて参照して<ださい。上記の処置を実施してち解決しない場合は、煌設 
バッテ IJ の故障び考えられます。契約されている保守サービス舍社、または購入された販売店へ連 
絡してくださし、。 
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■ URU とデータビューアの表示する HDD のが態び異なる 

RAID システ厶で障害び発をしたとき、 URU と ESMPRO / ServerManager のデータビューアで HDD 
のが態び異なる場合びあります。しソ下のよ5なときは、それぞれの[対処方法]じ記載した方まで問 
題に対処してくださし、。 

□ 論理ドライブを構成する HDD び1台故障し、その故障した HDD を IJ ビルドしているときに、別 
の HDD びちラ1台 (RAID 6の揚合は2台)故障した揚合 



URU 

データビューア 

RAID ビユーア 

raidcmd 

U ビルドを実行していた 
HDD の!!犬態 

古如章 

Failed 

Free 


-> [巧処方法] 

論理ドライブの巧長性を喪失したため、 I 」ビルドでは復旧できません。 I 」ビルドを実行して 
いた HDD に問題はありません。 IJ ビルド中に巧障した別の HDD を交換してください。その 
上で、論 i 里ドライブを作成しなおし、バックアップからデータを復旧してくださし、。 

□ 巧ットスペアディスクびをだする RAID システ厶において、 HDD び故障し、スタンバイ IJ ビル 
ドした揚合 



URU 

データビューア 

RAID ビューア 

raidcmd 

巧障した HDD の!!犬態 

レディ 

Ready 

Offline 


一[巧処方法] 

故障した HDD は、 URU では「レディ」 （ Ready ) と表示します。しかし、この HDD は故障 
しているため使用でさないので交換してください。 


■ 整合性チェックを実行中に論理ドライフを作成すると、エラーメッセージを表示する 

URU で整合性チェックを実行中の論理ドライブ含を'ディスクアレイに論理ドライブを作成すると、 
L 乂下のエラーメッセージを表示して処理を中断します。 


RAID ビューアを使用した場合 



raidcmd を使用した場合 


raidcmd :< RU 400目> Command failed . 


URU は、このとき論 S ドライブの作成まで行いますび、初期化と整合性チェックを同時に実行でき 
ないため、処理を中断しています。整合性チェックび完了したら、作成した論理ドライブじ初期化 
を実行して < ださし、。 

論 i 里ドライブを作成するときは、同ーディスクアレイの論 S ドライブで整合性チてックを動作して 
いないことを確認してくださし、。 
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■ 初期化ゆ舊合性チェックの一時停止中、データビューアの論理ドライフのが態を [ Functional ] と 
表をする 

デ— タビ ュ—アでは、論巧ドライブの初期化、整合性チェック中はが態を [ Initializing ] あるいは 
[Redundancy Check ] と表示します。 

しかし、初期化ゆ整合性チェックを一時停止すると、化態を [ Functional ] と表示します。一時厚止 
中のみ表示び通甫と異なりますび、動作上問題はありません。初期化、整合性チェックを再開する 
と実行しているオペレーションに丽じたが態を表示します。 


データビューアで表示する論理ドライブのが態 

バッググラウンドタスク 

バッググラウンドタスクの実行が態 

実行中 

一時停止 

初期化 

Initializing 

Functional 

整合性チて ック 

Redundancy Check 

Functional 


■ RAID コント□-ラに複数の論理ドライブを構築しているシステ厶において、 URU を使用して論 
理ドライブのキャッシュモード（設定値)を変更すると、変更していない論理ドライブのキャッシュ 
モード（設定値)ち変更される 

キャッシュモード（設定値)の[自動切曽]設定は論理ドライブ単位で異なる値を設定することびで 
さません。このため、 L ソ下のよ5なクースでは、キャッシュモード（設定値)の変更を行っていない 
論理ドライブのキャッシュモード(設定値)も自動的 I こ変更されます。 

(クース 1) 

キャッシュモード（設定値)を [Write Back ] じ設定している論理ドライブび存巧しているシステムで、 
他の論 i 里ドライブのキャッシュモード（設定値)を[自動切曽]に変更した場合 

一 [Write Back ] に設定している論理ドライブのキャッシュモード（設定値)は[自動切曽]に変更 
されます。 

(クース 2) 

キャッシュモード（設定値)を[自動切曽]じ設定している論理ドライブび存だしているシステムで、 
他の論 S ドライブのキャッシュモード禪定値)を [Write Back ] じ変更した厦合 

一[自動切曽]じ設定している論理ドライブのキャッシュモード禪定値)は [Write Back ] に変更 
されます。 


■ イベント ID 129び登録される 

N 81 03-1 34/135 RAID コント□-ラをご使巧の場合、し乂下のイベント□グび OS □グ (Windows のイ 
ベント□グ)に登録される場合びありますび、異甫ではありませんので、そのままご使用<ださし、。 


種類 

警告 

イベント ソース 

stexstpt 

イベント ID 

129 

説明 

デバイス ¥Device¥RaidPortX にリセットが発行されました。 

(Xはシステムによって、0,1，2…の任意の数字が入ります。） 


■ VMware 環境で論理ドライフ初期化中に OS び起動しなし、 

VMware 環境で論 S ドライブを初期化中にリブートした場合、 OS び起動しない揚合びあります。 
SuperBuild Utility を起動して論 I まドライブ巧期化を中断し、 OS 起動を、 URU の raidcmd で論理ド 
ライブの初期化を再開してください。 
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